
昭
和
二
五
年
八
月
五
日
印
刷

昭
和
二
五
年
八
月
十
Ｈ
亜
行

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
三
Ｈ

昭
和
二
十
四
年
五
月
三
一
日

雑
蕗
第
二
五
六
蝋

運輸省船舶局監修造船海運綜合技術雑誌

第
三
雅
第
八
醗

（
毎
月
一
回
十
例
發
行
）

第
三
誠
郵
便
物
認
可

運
稚
術
特
別
扱
示
認

LDSNO8AUG619SOV◎ ■

0

ク？イー
1

1M
■

~

、

÷

：
●

§

一スト●エシヤテ.イツク・カンパニー

まな弐蕪

テンマー

’

■
『
一
『
ｊ
“
■
■
一
■
■
一
■
Ｉ
β
Ｌ
産
Ｐ
４
４
‐
’
●
ｌ
ｊ
ｌ
Ｕ
か
Ⅱ
睡
『
鯉
Ｈ
Ｏ
‐

７
６
０
９
■
０
Ⅱ

な ま號
＝

10,260喉貨物船

5月20日進水

‐

，

|r2Ｉ
ｆ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
９
１
１
９
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
８
６
■
Ⅱ
ｌ
０
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
０
Ｕ
９
０
４
１
８
０
ｌ
６
Ｉ
Ｉ
０
１
９
０
Ｉ
０
ｌ
Ⅱ
７
１

〆

群

翼I
凸
■
Ｒ
Ｂ
二
■
Ｇ
５
ｌ
ｂ
Ｔ
６
Ｉ 負

、
一
電

》
吟
詮
弘
尋
》

’
０

も
．
Ｆ
亡魂
‐

当ヨ
＃

／
,r""込湿

厄窪 f

醤

灘『

曇

事

９
Ｂ
■
■
■
■
■
且
■
■
ぞ
●
■
●
・
口
一
Ｆ
８
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
〃
、
凸
■
■
■
弓

I

罰畢
亘一

Ｍ
“
．

画
】

回国
11 ＝二

W‘I ＝

燭

ご矧
エ

舟白 才支
グ
ノ
も
０i 樋協会舟＆

’耆坐



謡Ⅲ川ﾛⅢ
SpUⅢ剛mmm

I

蕊
三三
舅販

－

兀

内亨隠商椎式薑社
（富大倉商事株式會祗）

製造元(RADAR)RADIOCORPORATIONOFAMERICA
ENGINEERING
SERVICES'1､ATION三波工業株式會駄

製造元（電話機）合費會祗タカヤエ業社
缶●■四画

■〃ノア劉ご〃｝

二
二

画
】■

■

『1

斯界に頓のない驚異的研究を!耐よ,絶對に
他の追随を許さない優秀な性能の製品と
川してゐ弐す。

１
１

－
ゞ
↓
瓦
○
○
脚
力
剛
Ⅱ

と

き

ー 東京大阪名古屋ノ禰岡仙台札幌’

白愛製ｲ直所
一
一

一一一一一一一■

ー‘.些_…,竺呈L“垂_生坐－，J』ぬ､"､.＝4-_＝‘公凄． ｡▲
＝

タ

妃

。

Ｇ

■
。

言＝ローﾛﾛ=■ママーーヨマで一一一一了一一一一一一=－ー一~豆一

舶開デー



新造船嶌眞集』W.22
＝

凸

Ｏ
４
ｐ
ｏ
か

竜

～

i ".'W。

…
⑥一
z誼』左苧菫冒I

薄一F戻零
ロート

蕊

１
１
１
－
０
ｑ
画
。

一｡ヰー■
一一一㎡､や
摩畢壬弓

一
Ｆ
一
■
涯
巷
包
小

キアーステン。メルスク號（デン奇一ク。コペンハーケン･メルスク壮）

昭和25年5月27R竣工．蓮ﾉ]-14.5kn
三井造船玉野造船所建造‘

109.50m 深 9．45m長
1580m幅 總噸数3,5()OT ヂーゼル)4,5001FP.

米式巾着網漁船大群丸

（泰平水産）

昭和25年6月2日引渡

日立造船向島工場遜置

長26．00m

幅6.65m

深3.25m

總噸數164.65T

速力-95kn

機關(ヂーゼル)380FP

機關
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大久丸（大洋海運）
戦際A型改造貨物船
昭和25年6月30日AB入級

エョ鍛工

日立造船向島工場改造

長128.00m

幅］8.00m

深11.10m

總噸數6,872T

速力13.69kn

機關（レシプロ)2,400IIP
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、 長崎丸（澤山汽船）

昭和25年7月10日竣工

中日本重工業刺1戸趨治所建造
]23.00m總噸数．6,800T

17.50m 速力、13kn、

11.00m機關(タービン）定格3,600SHP

長
幅
深

、

■
一
一

船 ､の嶌眞發壹

今般常協會に於きまして、本紙新造船篇眞集に掲載

致しました船の寓眞を發費することに致しました。

御希望の方は當協會へ御申込下さい。原版より複篇

焼付けした鮮明なキャビネ嶌眞に主要要目票添附の

上お逢り申上げます。

尚過去の優秀船、思い出の軍艦等も御希望により出

来得る限り集收致しまして複罵の上御逢附申上度く

努力致します故御希望船名を御申趣下さい。

定債1枚各60圓（送料共）

船舶技術協會（振替東京70438）
若島

昭和25年7月15日進水
長(垂線間）128.00m
幅（型）17.50m
深（型)10.00m

丸（飯野海蓮）、
日立造船因島造船所建造
總噸数6,450T

速力(航海)13kn

機開タービン）
定格3,600SHP
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要 目
長（垂線間）
・幅（型）
‐深（〃）
吃水（滿赦）
重堂噸

總噸數・

速力、

機關(M､A.N.ヂーゼル）

タリスマシ號の消火作業
470'－0〃

62－0《

42ノー11〃

27ノー7認〃

10,100T

10,014T
19kn

ll､600IP(公稚）

（本文参照）、

去る5月12日午後、駿河憾口御鯲時南西約30浬

に於て火災を生じ、その救難作業に種糞の問題

を生じ、今後の救難技術に多くの示藍を與へた。
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金海丸の引揚一
（本文参照）

、

第一舟翻葡左舷側外仮損傷部
、

第一船舶右舷側

付

＝

第二船舶右舷側損傷部 船尾部一 第二船鱸右舷側(防水作業後）

E

鐘
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曉玉機關 船用無氣噴油ヂーゼル機關

蓄薇田子‘鐵エ所
本就。第一エ場東京都江戸川睡西小松川2ノ6“危話江戸川557番鉱二工場靜岡縣賀茂郡田子港
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改 造後
139663m

128.00m

18.20m

11.10m

8．50m

15j260T

6,880.93T

3,835.00T

鎚綴:＊

改造後、

三島型機關船總中央
.10,990T

約15,100m3
約13)900m3

2400SIpターピンー基

乾燃室|国l朧3基
10kn

13．8kn

15,500浬

63名

15本

改造前
13575m

〃

〃

〃

’
改造前

船首尾椣,船尾糊
､11.005T

13,921m3
12}822m3

2,000SHPタービン1

乾燃室圓雛2塾

船

載貨

船"型

載貨重愈

貨容簸蔓と茄
主機械

主機1維

航海速ブ］

均試速力
航綾距離

乘組員数

デリツク数

全長

瀝線間長

幅（型）

深（型）

滿載吃水〈型）

滿載排水鐙

總噸數

純噸．數

船級

赦貨容捌
〃

8.057m

14,310T

6,892T

5,227T

戦嘩船

10kn(計登)7kn(蟻リ

12.5kn

4,000浬

95名

8本
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船の改造は全國各造船"iで行われ

ているが、大江山丸について説明

する。船鵠購造での大改遥は機關
部を中央に移し、同時に乘組員居

住塵も中央に移し、最新式の設備
花ほどこしたことである。又艤装

の黙でも最近の新造船に比し遜色

のない程優秀な貨物船となったと

いえる。
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改造された船を一見して先づ眼
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れ、主汽罐は更に一個の2號維

追加されたb改造前7節程で定
ていた2A戦標船は、かくして

今は11,000Tの荷を積んで、平均10節の航溌室力を得たわけ
である。

かくして日本海蓮界に、大型外航可能船が多数生れることは

誠に塵ぱしいことであ為。
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一

ニューヨーク港に歸港した巨船をドックに曳航

するモーフン會耐の曳船

篇眞左カロニャ號，~

恵眞右クウイーン〆Iリー號

モーラン會祗の曳船は長さ105呪ゼネラルモータース會就

製1,750馬力ヂーゼルエレクトリツクエンヂンを装備し

ている
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ミシシッピー川て活躍する曳船

石炭、石油其の他の運搬に從事している
→

河川用の曳船スター

ンホイーデーの

クソツバー號

長81'－4〃

幅20.-8〃
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戦後最大の河川用新造曳船

アツエ.ツク

スタージェンベィ造船所建造
一

L=118'"B=38ノD=11ノ

d=7'6〃推進器3基
J

機關ヂーゼル10シリンダー
1.800×3IP

説

～

一

、

河川用曳船セントノレイろゼツフイアセ｡シ]､ルイズ造船所惑豈
･撰〆

L=118'B=45'D=10'6"d=7'6"~8'機關ヂー ゼﾙ2×8シリング-360r.p.m.1,440HR×2

~

’
誼

〃

三

a

アメソガン少･－ジライン會祗の曳船が非常に長い荷をつけて河川を曳航している

垂｡一--------■一守口

オノI、號
●

カルフポート造船所建造

マラシアボ湖

L=102'2"B=24r

D=12'4"d=10'1"

機關ゼネラルモーター製
ヂーゼル

1,200BHP750.r.p･m･

I

｜
U
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,“ﾉzl蛋67ｼ1/嬢と芦ゾCWi,乞う?ﾉ""元"fα注刀α吃(兜雄 ""Z低ﾑ苣戸7型苣7-〃鱈Z〃~フまノリ/〃ア

(a)平面の埼合Y=O～兇".|

曲面の場合Y=O～光”

《‘》壼聴鮎蹴籔麓庫｜
よりその都度指示されること

lc)Y/!ﾉlC"の響合SのJ･法は指示

寸法にYを加えたものとする

(d)T=%"以上の厚板には経済的

でないo

(e)効率は可成り良いものが得られ

る｡､TとSの閥係で効率も異る

が之は別表に示す。．

(f)商度のFatigue｣Impactには良
くない｡

,え認一ILI ｡競世と",確産”

I
升sMsト

隅肉袖掻を行う場合はS=%T,但し弛"を趣えなし､とと。Sの寸挫

は共都度指示を要す。

R=%"Min
、

T=W以上の中原のものに適す。

効率＝85％,底部にBendingTenSionのかかる甥合不可

FatigueImpaclに封しては不可

開先側の接乎附近（18"以内）に作難の障害になるような構造物が．

あってはならぬ。

(a）

這

《b）

(c)

(d)

(e）

/〃7蒼斤〃/7~7E"7-ノ姫Z確り7=@7M/万

_rd,INL－P

〔並列）
－

/""SMLE-.7CWf刊但?."γ7Z"ZW"刀ダ<"S

一
一

止
丁
下

鮮鳥）

（趣とど7罐ﾒ/VF'庇E刀ノ

隅肉梛弧を行う珊合はS=%Tr但し苑"を超えないこと。Sの寸法
は典都幽旨示を狸す。

R=j4"Min

T="''以上の中原のも唾に適す。
効率＝1“％

商度のFaligue,Impactに;土よく永いp
必ず底部とChippin質の縫製緋推のこと。

開先鮒の接乎附近(18"以内)に作業の障審になるよう雄櫛遥物が
あってはならぬ。

(a）

’(a)S=Tmax但しTIj“い方の厚板、

.I.min=8S但し1%より小ならざること,Lmax=6"

(":AB-Ruleに於ては船服部祷挺の時L＝3ｼ）

PmKlx＝12吋

、

(b)

(c)

(d〉

(e）

(f）
IAISL及Pの寸法:まMljに定める挫轆とよりその都度揃示されること

(b)効獺はTとSによって定ま‘勤迄は別表に示十q

〃0"βLE-.7C"尺4帽971W7FD0"LE－gEl佐込&C,"F'/VE"、ア"/〃7

、

１
１
１

("Z4どァ庁EwFMCEDJ

〃ﾂz生7，喝臼ﾊﾊjmW霞旬）
綱肉袖遜を行予溺合S="T,但し弛創を超えないこと。Sの寸法は北

都函旨示を要す｡
汐

T＝1耀鱈以下の厚恢に適す《，

効率＝1“％：

商庇のFatigue,IpmaCtiにはよくない。

反對側の滞接を術ﾜ並に塵郵のChippmgを行うこと｡但しこの接手憾
Chippingが極めて困離である。

開先側の接手附近に作業の障害になるなるような梼遜物があゎてはな
らぬ。その範園は

OUtSideWeld江別LII二向、下向鋸場合は6勝以内

竪向、横向の喝合は18"以内InSideWさMに剥しては凡･通18鮒以内

WII向伽銚遼行り埋合S;==XT,{Ⅱし弛"を超えないこと。Sの寸法は薬
郡幽箭示を鱒ｵ-｡R=%"Mm

T=1%ﾛ以下のI軍板に通す‘‘

効率＝100％

商度のFatigue,Impactにはよくない。

底部をChipping化してから反対柵のi荷接と行うこと。但しChipping
は納盈困難である。

側先側の接乎附近1割乍誰の陣餅になるなるような祷迭物があってはな
らぬ。その範囲は

OutS㎡も．Weldに對し上向、下向砲噛合は6r|以内

竪向､横向の喝合は18鰹以内InsideWddに鋤してl典凡て182以内

(a）(＆）

’
、
■
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、
０
〃
け
△
も
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Ｆ
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ｃ
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く
ｌ
く
く

(b）

(c)

(d)

(e）

(f) (f）
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S岬』E-BEI/EZ-7EEJUI"ZM柊L“D〃ES"

伽P駅ﾊﾙ4雁ﾊ/rBAC/f/A/"

を-脆"ノザ､〃

％

増．
ロ

’

ﾉー や-11/荷｡§1-{／社.非や‐
:rREI"fWfnl､、P

隅肉抓翌を行う嚢合はS=%'nmし艶"注超えないこと。Sの寸法一
は共都度指示を要す。

T=苑ﾜ以下の普通版摩のものに遡す。

効率＝“％

Shearに封しては比較的良い効率を右するが底都に&ndingTezBion
のかかる塔合不可

(a）

飯〃"IM焔ETR"7zRE
X=45ominの時Y=""Min

X=35.Minの時y=36".此幽命Xの寸法は擶示を要す。
ﾊ肉畑強を行う場合S=%T但し弛「を超えないこと。Sの寸法は指

示を要す｡。

T=%"以上の中厚ものに適す｡，

効率＝100％"－

開先側の接乎附近(18'以内’1こ作誰の障害になるよ.うな椛迩物が

あってはな.らぬ◎〆

’

(a）(b）
凸

(c）

(。）

Fatigue,Impactに謝しては良くない。．
r

開先側の接手賦近(18'以内1に作菜t､障害になるような祷遥物が
あってはならぬ。
ノ

(b)

(C)

(d)

(e）

(f）

副LLE~"b哩,7石E､〃/Ⅳ丁,FMLETWEm"B"耐
’ 揮陛…！

"VGf_E-BE

ﾉDES

’
P

S=羅西但しｦ律を超えないこと。Sの寸法は指示を要す。
T=""以下の普通極厚のものに適す。

～

効率＝100％

Fatigue,Impactに鍋しても腫れ良い効率が得られる。
底部をよくChippmgの後反對側の熔接を行うこと。

開先柵の接手附近(18勤以内)に作誕障害になる』:う潅構遥物が
あってはならぬ□

（a）

(b)

(c)

(d)

(e)

(f）

(a） X＝45ommの時Y=%"Min

X=35｡Minの時Y＝苑〃此の喝合Xの寸法は擶示を要す。
S=%T,但し苑"を超免ないこと。Sの寸法はll講読と要す。
T=""以上の中厚ものに適す。
効率＝100％

BnekinigsttaPを取除いてから底部をChippmgし隅I瑚熔接注行う。

聞先鮒の挨乎附近･(18陽以内’に作柔の陣香になるような栃迭物が

あってはならぬ。

9

(b)

(c）

(d）

(e）

1

－

SINGLE-rTEEJU/〃7;し雁LDED""ES/DE s加侃と-J-7~IEE､7""泥F7LLET"筐ZgED即而｜

’
0～

｢粟
＝＝

1トー｣sLトー｣sL

’“） S=jGT,但し粥"を超えないこと。Sの寸法は指示な要す。

R=%"Min

T==熟以上の中厚のものに適す。<b)

<心）

(d)

（e）

(f)
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i鐇
(d)Fatigne,1mpactには不可風

I

""JmE-"IH7Z&ﾉ〃ｲ/r〃αE7"唾死汐"7WJ7鵬8

’
SClMRE

1

I"霧]風 I l
や

S＝』《T･但し粥'を超えないこと。Sの寸法は指示を要す。夕

T=1%以下のり枝に適す。

効率＝IOO宅

Fatigue,Impactに封しても概ね良い効率がIりらi1ろ。

旋郡をChippngしてから反劃､lの沸堕を行ふ･イmLzの懐手はCIIippingがやウ
にくい。

臨先側の艫乎附近(]8〃以内)舵〃:窯の味審'二なるような揖遥物があっては左らぬ°

（a）

(b）

(c)

〔｡）

〔c）

、

■■■■■■■■■■■■

WE-I/EDGEJMT

i(a）旋郡のBendingTEhsionがかかる秘合

不可。従って刊附に引喪力迩作用する掲

合は使月lして左らぬ。

(b)Shearに封しては効率がよい。

(c)Fatignc,Impactには不可奇

(f〕

～

〃"E-J7産吉、”〃戸〃"どア"健卿〃7"<P/" 焔

7

I
廷、彦還愛廷、彦還愛 ‐

』．一

、
一一

SINGLE-UEDGEJp/"丁(a)x=20Min

’ 吋融 但し横向瀧腰の鰡合X＝45．この場合X

の寸法は術示を要す。

R=X.Min.

(b)旋郁のBcndingTenSionがかかる鵬杏

不例J・礎って部材にIl喪力が作川すず場

合は使川してならぬ。

(c〕S11国rに針しては効率がよい。

(d)Fn!igne･1m"cfIE1坪可､一

’

S=XT｡但し刊『を樫えないこと。Sの寸注は術示を要す。

T=1%以下の『Ⅸ御と適・ｹ。

効率＝1“影

Fntigue､1m掴ctに封しても概ね良い効率が得られる。

旋郎をChippngしてから反封側の減笹を行上c

閲先側の艦乎附近(18拡内)に作裟の臆警'二なる』ぅな檎迩物があってはならぬ。

（a）

(b）

(c）

(｡）

(c）

(f〕 ’
~

’
～

〃【ﾉ『j帷Z,DEDLAPJU/"T

Y4"-;i~=z
4

DOIFLEF1LLE1-レVFLDEDLAPJp/"7

I今一一一

I I“）S＝TMax．但しT<T、

卿Sの寸法は別に定める陳単に』ウその祁度li赤き収る°
◆

(b)C=5TMin．但し1．』ウ'1､在らざること。

（AB-R【IIc船駒部隅諭に於てはC＝(ZT･卜1咳)Min.）

(c)此の脆手は工4【b;航陽であhT=M･'以下の識画板厚の場合鰹演的であるa

(d)Shearに剥しては庇い良し､効率がiりらjlろが、商度のTensinn,《?nm‘"､--1テ嵩錘升、

かろ所には使用してならぬ。

〔c）臨蛎､c’1m”ctに副して'よ良〈ないt

(a)T≦随･の岬迩侭D＝〆･Min．

T=j40-X｡の,#b=2TMiiL
T>R4'の蹄D=TLM･

(b)巡瞳D及心腿1,は共郁度術示を要す。

｡（E）此の綾手は己Uを卿『ﾒい鳩合て強艇上差支えぶい的の外、
I ー

使用“い方がよい｡ll
－

＝

ー

PJYﾉﾉ〃7
paELEF7LLETノj/ELDED､7〃鯉,EDZ'APJpﾉ〃「

－

－1下吟
｛

-191-C
b

ra）S＝TM靱晃但し丁二T･‐

弐T峠 一一トーa=ibTMAx--I-
一一

(a)Tgr,の喝合：T皇潟・の塒X＝O

、Tく藤’の畔X､ご‘15.リ

T≧%雪fa"w=1,5TMiI！
1.く呼吻時W牢21.Mim

(b)T>T,の囎令･'r≧%･｡nキX-25.Mi11o

T<〆・の鮴X鐸45▽Min

－”總屯に剥しW＝T

“此の催手は己ひと傅雌い坦合で窪慶上差支えない時の外､紘耶しなし.万力:よい口

間Sの寸怯は%Ij8こ定鈴ろ概単にユゥその那度揃示さ肌る｡

|",鯛鶏縦,鱒齢"､‐
牌に;JOgRI・の師分は細手の仮i§充分近接してぃなけ肌ぱならrfv､。

（d，T=¥･以.ドの掛迩僅厚の場合種油的である。

〔e）ShmPに魁しては侭ぃ良ぃ効率がi1↓られるが、溺度nTE113i011,.Compressicnのか
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起動用電磁開閉雷付 (実用驍淵申 中）
争
上
、
川

七
一
一
【
刑
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』

|I本機は農漁村に、詔工場に、船舶に盛に使用され

三相電動機を焼損より完全に保談されますので、

絶讃を杣して居り鴫ます°

是非一度質際に御試用願まず。

御照會あり次第説明書を差上ます叉御要求により

ましてはmt員が現品見本を持参御説明申上ます。
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国
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国
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本社東京都中央座日本橘本町四ノ四
（電話茅場胸l")5677，0659ノ
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熟電動凱換迅謹自在

③

~

甥

’

薑士電機

其
船
船
同
電
場
船
並

の他船舶用､電氣機
舶用・直流發電

舶用交一流發電
用制御配電
動揚貨
錨機、繋船
舶用直流及交流電動
に制御装

器
機
機
盤
機
機
機
置

東.京・大阪，宇部・名古屋
顧岡。門司・札幌・仙台

富士電機製造株式會肚

I
夕

ﾛ■■

電動操舵装置
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一 船の科学一

去る4月成立した日韓海運協定も近

く調印を見る運びになっているので
垂

その將来には大きな期待が掛けられ

ていたからであります。

だが，どれ程重要な航路でも，そ

れが現に戦乱をおこしている国の水

域や港湾に田入jりするのでは，種々

な危険が譲想され詞ることは当然で

毎從うてそのような危険に対する
補鹸がない限り，そう睡単に配船が
出来る蜜ものではありません。

朝鮮航路に対する日本海運の第二
の憂うつはこの問題でありました。
ところが，総司令部は韓国向けの配

船に対し，物賓燕迭に件.う追加経受

や経常経費は特別勘定によって処理

すること，船舶の楡途上発生した特
のP

別な損害ならびにその経費ば米政府
が負担するという発表を行ったので

す。この内容をさらに具体的にいう
と，韓国向けの配船は，戦乱時だか

らといって別にこれまでと変りがな

く，それはこれまで就航していたも

のの続航と解鐸して差支えなく，何一

等彊制的なものではない。また船体
や船員の危険は，米海軍が保護し，

ぞの負担も米政府が補償するという
のであります。

÷こうなると，総司令部が発表した

朝鮮航路に対する我が船舶の配船ほ
戦争保険に等しい取扱いを受けるの

か，少くともそれと同様の効果が期
待されると，日本船主が考えるのも

〃

無理からぬことでありませう。

だが問題はなほ，船員や船体が危
険に対して，どのように，また如何

なる程度の補侭をされるのかという
点にあります。

そこで迩瞬省は船主や船員組合の
~

代表を集めて，具体的な措置をどう
定めるかの協議を行い，総司令部と
折画に当ったのですが，現在までに
明にされたところは，船員の給与を
暫定的に十割増とすること，用船料
は船主の希望する率より約140円方

－18－

|‐ 下廻ったこと，船舶の危険補侭は事
後補償とずること等であります｡‘
そのうち用船料が船主の希望を；
140円方下廻ったことは，当和船主
を大きく失望させたが，その後，朝
鮮向けの配船には新造船を除いてよ

＆毎

いとlCうことになったので，船主側
もこれで納縛したようであります。
以上のことから，朝鮮向けの麗殻
は,/現在船腹消化の有望な航路とし
て，海迩界の期待を集めていること
は確でする

斑こ総司令部の渉外局が，朝鮮向
け配船について，汽車，鉄道黄材，
電力機械，セメント，石炭等の韓邊
が往航に，食綴，畝鐡石等が復航に
荷物として種まれ，それが漸増する
ことは疑う餘地がないと蘂書的な発
表をやったことは，船主の希望を高
めるに充分であったようです。
そのためという訳でもないでせう

7月のニュース解説

－吉田精顯－－－ヨ

｜
’

北鮮了が，三十八度線を突破して

南朝鮮に侵入を開始したのは，6月
24日でした。以来1‘ケ月，私達はこ

の戦乱が,どのような経路を辿り如
何に進展するかに大きな関心を持つ
と同時に，この戦乱が，日本の海蓮

や造船に，どのよう･な影鍔をもつか

腱深い注意を梯って来たことは争う
べくもない事実であります。
ところが’戦乱が始まると,SC
AJAPは6月27日附けで，朝鮮向
'けの日本船は出港を一時停止するよ
う指令しました。グ

ー時というからは，そう長い期間
でないことは明かだとしても，事態
が戦争の性格をおびた戦乱だけに，
何時になつだらこの停止命令が解除
されるか，これは一寸見当がつかぬ
のであり掌す｡従って,この指令が

蓬浮界を憂うつ…たこと“
しかし’7月1日にはこの朝鮮向
け航行の停止が解除になり，飴めて
日本海錘が愁眉をひらいたのであり
ます。．

では朝鮮向けの闘船停止を，日本
の海運界が,fr職そのように気にし
．たかといいますと，それは現在,外
航の配船にいろいろな制約をうけて
いるわが海運にとって，対韓国航路
は船腹を消化ずるために重要な市場
だからであります。

’事実’4月1日から実施されまし
た外航自営このかた’朝鮮向けの海
上輸迭は月間およそ7万1､ンを.越え
る有様で，この魁は外航実綴全休の
3割に相当するというのですから，
軽覗出来ない航路です。それにまた

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
■
■
■
■
■
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が，対韓向けの配船は，7月に入っ

て俄然活溌になってまいりました。
最初,70,COOトン餘と譲定された混

船が，月末に近-〉くにつれて，約3

倍に増加まるという有禄です，そし

てこの調子で行くと，月間30万トン

の配船を見る．日も近いだらうという
のです。

このように日本海運は朝鮮の戦乱
により船腹消化に明るさを加える半

面，国内'>海迩々箕もどこまで落ち

るかと頚廠されていたのに，喫門方

面から漸く建直りを見せて来たよう

であります。

しかし，いくら朝鮮向けの配船が

戦乱嵐契撰に瀝溌になって来たとい

っても，そ恢臘量ば20餘万トンを越
えないし,~粥来の識恒も30万トン凝

度とあっては，現在80万トンlこ近い

繋船に活を入れる力は薄く，従って，

朝鮮の戦乱も日本海運の船腹過剰対

錐を休止させる力のないことも明で

あります。′、

そこで，迩職省は，船主の要望に

0

ザ
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応ずるため，船腹過剰対衆として，

戦標譜老旧船などの非能率譜を政府

で買上げたり，この種の船の繋船を

狸制的に行うことにしたり，更にこ

の船を適宜解体したりする法案を今

議会え提出することになりました。

でも非能率船の政府買上げには，

張卿i:が27億円を越えないこと，買上

げ船舶の合計は40万総トン以内とい

う枠が定められているのですから，

日木商船隊140万総トン中約8割が

戦標譜と老旧船だと詔はれる現状で

この讓算と40万総トンの買上げ範函

は決して充分とはいえないでせう。

従って戦擦招，老旧諮の中から非能

率船として買上げる賓格審査が問題

であることは拒み得ないのでありま

す。また買上”皆価の点にも規定通

りに行くかどうか疑問の除地を残し

ています。

それにまた朝鮮の戦乱抵激化して

朝鮮向け配紹の危険が増大する場合

には,船主は新造船の配船を嫌い。
戦標譜や老旧諾の非能率船を謹引に
配諾しないとも限らないのでありま

す。既に朝鮮槻乱による同国向け配

船に戦標諾の改迩をしなかったこと

をひそかに誇っている船主すらある

臓どです。

それはとにかく，朝鰐こおこった

今回の戦乱は，これを契磯として米
国の東南アジア政策の確立が速進さ
れ，反共民主々 義国家に討する援助
が擾化されると考えられる限り，日
本の産業界もそれによって，生産の
活溌化が期待され，引いて東南アジ
ア諸国と日本との間に荷動きをj"n
させずにはおかないというのが，海

迩界共通の見方であります。
ところが，朝鮮の戦乱と同時に海

運界が以上のような影測を受けつつ
あるのに，造総界は未だ明確な影繊
を豪っていないというのが公平な見
方でありませぅ。

しかし，朝鮮向けに30万総トンの
配船が可能になれば，全体的にも蕊

〆

一

船は少くなぎし，国内産業が2割5

分の増加から更に5割にも増大する

ならば，その海上識遙鐙は増加し，

こきに軍用船舶を中心とする修理工

事の数が増えて来る期待は大きく，

また戦乱が激化すれば，海上におけ

る被害度も加はるので，その防禦装

術の工事も必要になるでせう。そし

て地理的に近い日本の造船所がこれ

等の工事に親む磯会も多くなるに相
違ないという希望的な観測が錘皆界

に芽生えつ畠あることは確でありま

す。

だが，これ等の観測は未だ希望の
域を離れるものではありません。現

実ば第6次の新造がどうなるか，外

国からの注文がどれ程具体化するか

に掛っています。

ところが，第6次新造計画に対す．
る備勢は先月と別に変化していない

のです。朝鮮の戦乱と同国向け配船

の増加を契磯として，外航配諾も種

々な情勢から期待出来るにしても；

100万総トンに近い繋船をかかえ集

荷に血眼になっている船会祁の現状

では第6次の新造に穣鹿的な動きを

見せるとは溌想出来ないのです。

すると，見返資金の融資も新造の

場合は9割としないと，船主を誘う

ことは出来ません。従って，第6次

の建造量は15万トンとなることは揺

がないでせう。

次ぎは鋪6次の改造工事ですが，

この工事には見返り黄金の融資がな

く，全額粥主の負担ということに決

まりましたから，この方に対する瀦

主の斌手も一寸動き難いのではない

かと見られます。

それに先にも述べた通り，朝鮮向

けの配船が新造船を除くということ

になりましたので，艘主は戦標船や

老旧船のうちから，稼動可能なもの

なら配船する腹も見えるので，この

点からも改造をやらうというものは

少いでせう。

最後は外国からの注文船ですが，

－19－
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－7月のニュース解読一

これは船価高が從来決定的な溢路と
なっており，そのため造諾業の合理
化と企業整備，設備の改善が張く要
求されていましたが，最近造船業者
の努力によって，船価は鐸材がトン
当り2万7千円の場合に7万8千円
2万.3千円の場合は7万5千6百円
で出来るところまで漕ぎつけてまい
りました。これはこれまでの新造諾
価に対し1割4分5厘の節減を意味
します。従って今一息の努力をもっ
て，2割の節減が可能になれば，外
国の註文を取る自由が得られるであ
りませう。、．

しかし，当面の問題は何んといっ

ても修理船の増加でせう。戟鮮の戦
乱以来,．日と共に修理緒の量は堵し
て来ました｡そのため,賃金引きさ
げを目標に労働者側と対立して来た
造船努働問題は，賃金の引下げを中
止すると共に，努務者の整理も程行
しない態度に鱈じて来たと報ぜられ
るのは期かなニュースであります。
また朝鮮の戦乱は海上保安庁の巡
戒艇を現在の300隻から400隻にjル
弧する方向に進ませ，海上保安庁の
要員8千名の増握は失業対策に好い

影響を及ぼすであらうこさは当然で
あって，巡覗艇百隻の増狸は造譜に
とって好ましい材料に相遠ありませ
ん。

もつとも百隻の増彊といっても，
新造はその半数であり，船の大きさ
も大きくて850トン，小いのは,､銅0
トンだから，一般の船価は大きくな
いが，数は砿に造船所の仕事を好揖
させるに足るでありませう。＄

しかし，50隻を越える新造と，ミス
覗艇400隻の活動を維持するに必要
な溌算獲得の努力が重要なポイン1．
となって来ることはいうまでもあり
ません。

そして，この溌算獲得の大小が迩
紹所の仕事の量を左右することも確
です。

、
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一般一の科・学一

総計の中木及木鐡交造船は5,672

G証であり，1948年には6,035GT,

1947年には9,514GT,1946年にば

6,093GTであった。

この年に英本国以外で進水量の最
大であった国は北米合衆国で，合計

633,306GJI,の進水を行っている。

次位はスエーデン〔323,099Gの，

オランダ<169,295GT),フランモ
(154,859GT),日本<147,974GT)
英連邦諸国<101,747GT',その他
カナダ(69,681GT),イタリー(99,

150GT),デンマーク(86,i34GT)
ノールウエー(59,213GT),ベルギ
_(45,402GT)等である。～

建造状況世界の商船

－1949年の集計一

一英本国以外の諸国一

訓
逼
●
ず

３
５
浬

〆

棺

〔本誌前号2

村 正男
'

2頁附圖参照）
●

〃 〃〃

15,586GT3隻

オランダ貨物船発動磯紹‘

16,000GT1隻・

上記の鈴舶中ただ’隻が普通貨物

運椴用の鍋調であることは注目すべ
きであろう。

1949年中に進水した船舶の中72隻

770,241GTの船舶は減速ギヤ一付蒸

気タービンを装置しており6窪15，
078GTの船舶は往復動汽機どター

ビン汽磯との連動装置を持ってい

る。

1,000GT以下のものを除き71.隻

901,298GTの船舶が散識由槽船とし

て英国以外の国で生産された。

i949年中に434"933,763GTが内

燃嬢関艘として進水したが,･1948年
では436隻843,582GTであった。

434隻の中69000GT以上のものは44

隻,10,000GT以上15,000GT未満の

もの17隻で15,000GT以上のものが
1隻ある。前述434隻の発動溌鰕の

中には11隻11,477GT'>電磯推進諾

が含まれている。その他多数の漁船

帆船に補助緩関として内燃鋤謹置
されている。

多数のトロール汽船，曳船，淡喋

船，渡峡船その他の特殊船が進水し

た。

70隻770,272GTの贈舶は全電気溶

接である。その中40隻606,788GTIj;

北米合衆国で22隻135,435GTはスエ

ーデンで建造された。

この年英本国以外で進水した汽船

の中約743,OOOGT(80%)は油焚装

霞である。

一

2

I合計生産量の詳細

1949年中に英本国を除く諸国では

商諾606隻,1,864,338GT(汽錯

172",930,575GT,発動磯船43J隻

933,763GT)が進水してV､る。この

数値中には調査報告が入手出来ない

のでドイツとロシアで進水したもの

は含まれていない。

合計では昨1948年に比べて730,

941GT(64.5%)増加している。しか

し49年の数値には日本の記録ば含ま

れていなかった｡汽船では640,760
G征，発動溌船では90,181GTだけ増

加している。

1948年に比べて増加した国の主な

ものは次のようである。北米合衆国

<506,888GT),スエーデン<77,

203GT),オランダ(26,810GT),

フランス<16,599GT),ノールウエ

-<12,239GT)等でその他同程度

姶加しているものが数国ある。減少

を記録している中で最大の国はカナ
ダ[32,640GT),その他デンマーク
(13,292GT),イタ･リー(12,405
GT)である。

－

、

皿 北米合衆国

1949年の生産量(633,306GT)I$
1948年に比べて506,888GT増加して
いる。内訳は49隻612,197GTは大西
洋岸で，11隻7,160GTはメキシゴ湾
地方で，6隻13,949GTは大湖地方
で建造された。

汽船は39"623,090GTで生産高中
最高率で，全部油焚である。そ･の中
37隻618,566GTはタービン汽溌で

11,903GTの竣喋船1隻はタービゾ
畷鋤の電気推進である。発動騨皆は
合計訂隻10,216GTでその中7隻
3,627GTは電気推進である。
36隻の汽船598,233GTは散種油糊
船でこれは全北米の生産の94..5%I:
相当する。その中にぱ前述のようI己
15,000GT以上のものが33隻含まれ
でいる。35隻593,933GTの抽糟船の
中40隻606,788GTは全溶接船であ
る5

､’
二

’

江船の大きさと種顔

調査報告によれば4,000GT以上
6,00しGT未満は49",6,000GT以上

8,cOLGT未満は13隻,8,000GT以上

10,CC(jGT未満は18隻,10,000GT以

上i5,0bOGT未満は24|隻で15,000GT

､以上ものは下記34蕊である。
アメリカ油槽紺汽船

17,062GT

17j905GT30"

大湖地方で進水した船舶中には鐵
石運搬船12,730GTの汽船@:WILF.
REDSYKES''が含まれている。

外国向船舶の進水は32隻480,863
GTで全進水船の75.9%に相当する‘

Ⅳスエーデン

1“9年にこの国で進水した職舶開
一

－20－
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一世界の商船建造状況一

71隻323,099GTである。これは1948
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ように1949年中に進水した鵬狛は
84隻147,974GTで，内訳は汽船120,

916GT,発動鐵W27隻27,058GTで

ある。汽船の中24隻89,477GTはダ
ービン推進装置である。

5,000GTを超える唯一つの船舶は

莞動壌油槽船ノールウエ向のG8FEb

RNMANOR''13,500GTで手この

賭はまたこの年に進水した散移軸槽
鰕の唯一のものでもある。,その他の
船の中で50隻は各1,000GT以下であ
る。

織汁中●9隻23,596GTは外国向
輸出艦である。
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この年の生産46隻",150GTは昨
1948年に比べて12,405GT減少した。
全生産量の中には唯5隻<23,145G

T)!だけが汽船で，与れは全部油焚
・タービン推進である。

1,000GT以下の船舶の中には議積
油槽船として2隻3,098GTの発動磯
船が含まれている。

”弱隻88,225GT(全進永船舶の89.0
％〕は外国向輸出船である。その中
2i隻50,324GTはアルゼンチン向で，
その中には49年中に進水した中で最
も大きい10,000GTから11,000GT
の間の船が3隻含まれている。
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G江､が含まれている。10隻43,745GT

〔全進水船の50.8%)はﾀ個向燕出
船である。

で1948年に比べて12,239G証､増加，

9隻18,678GTは汽船,38隻40,585

GTは発動機船である。唯1隻だけ

が4,000GTを超える。

汽船の全部は汕焚であ.り，12隻の

'1､さい発動磯船は木船である。

’
I

X力、ナダ1,000GT以下の鰡狛の中には識資・
MI槽紹として2隻3,098GTの発動磯この年の進水船は28隻69,681GT･
階が含まれている。で1948年よ､り32,640GT少く23隻
弱隻88,225GT(全進永船舶の89.045,065GTは犬西洋岸で,2隻457
ろ〕は外国向輸出船である。その中GTは太平洋岸で,j3隻24･,159GTは
3i隻50,324GTはアルゼンチン向で，大湖地方で建造された。大湖地方で
その中には49年中に進水した中で最進水した中には散猿貨蛎汽船"CO-
も大きい10,000GTから11,000GTVERDALE-'@CHOCHELAGA''各
の間の船が3隻含まれている。11,997GTがありjこれ等の他カナ

ダで進水した5,000GT以上の船舶は
IXデンで一ク

ない。

1494年中の進水船は86,134GTで 汽船の合計は5隻32,066GTでそ

48年に比べて13,292GTの減少であの中3隻8,072GTは油焚である。
り，2隻6,982GTの汽船の他は全部12隻38,006GT(全進水船の54.5
要:動駿船である。その中4g883GT%)は外国向艤出船である。
はﾈ船である。

汕糖船は2隻20,550GTで，デンf XIノールウエー

マークで進水した最大の船舶発動磯1949年中の進水船舶は59,.213GT

XIIベルギー

今年中進水船16隻45,402GT1948

年に比べて7,054GT減少,汽船は1

隻515GTだけでその他は全部発動磯
船である。＝

発動駿船3隻33,550GT･は散穣油

槽船で他には4,000GTを超えるもの
はない。

8"30,416GT(全進水船の67.0

％〕は外国向輸出船であった。

ヂ

1

’

XIII全世界の生産集諦

前頁表に示すように'949年中に進

水した船舶は3,131,805GTである。

難露裳駕鰯蝋悶，
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睡関して種々 の興味ある事実を集め
』られろ。進水した汽船の合計は311
=1,366,382G鞭であるが，その中1
隻11,@C3GTはタービン騒動電気推
一進で,‘102隻1,915,811Gjrは減速装
侭付タービン,･1gg83,952GTは往
復動汽薩とタービンの迩助装置を有
している．。、

全世界で進水した汽船の中約i,15
_"000GT(約85%)は油焚装置であ
る。

1949年中の進穂召の中615隻i,76
5,423GTは内燃嬢関鰡で，その中12
隻15,022GTは電気推進である。
1,000GT以上の油槽船は1949年中
に汽船発動穰艘合計垂1]9隻1,335,
528GT内発動嬢諾は77隻706,627GT

－〔約53油-をある。その他に'1,型油
糟鵲が汽船発動驍諾で13隻4,641GT
あるから散積独糟紹の総合計は1,34
.0,169GTとなる。この数値は1949年
中の全世界の汽溌蕊動磯諾の生産高

一のﾖ2.8％になる。1948年におけるこ
の率は2684％である｡

‘21頁及28頁の表を分祈して，鼠国
船舶として新に進水した鋸舶量の大
きい順に並べると〔即ち自国で進水
一した自国船と他国に発注して進水し
た自国鋸の合計〕次の・ようになる。
英本国745,365GT

ノールウエー“0,486〃

パナマ245,452〃
レ

フラン‐ス2]7,715〃
一

リベリヤ］98,548〃

北米合衆国152,“3〃
アルゼンチン134,465〃
‐オランダ125,143〃
日本124,378〃

デンマーク110’942〃

主要造船国の職出船進水状況各国
比鮫表

(a)翰出超過国

※英．本国522,102G征、
※北米合衆国480,863〃
スエーデン

グ
■

鱈出鋸268,537" ’年を通じて端加した国々 は，北
‘轍入船9,577〃・

米合衆国[105,939GT),オランダ
※イタリー88,225〃

<72,987GT),スエーデン<51,910
オランダ

GT),イタリー<48,509GT)で一

｛讓蠅瓢職方ｶﾅダは<43,042GT]減少錦
ベルギー・している。。

｛雛蕊ツ,;;"XVoｲドの登録総
〔含BC船級船),※日木23,596〃

〔※印の国々は職入船はない〕1949年中に世界中で進水した汽鰕
(b)輸入超過国一及発動磯船中拓』隻1,946,380GT
・ノールウエー581,273GT_<62.15%)はロイド船級協会の捜査

フラヱスの下にロイド船級に入級出来得るよ

織入詔63,024" う建造されている。その中274隻1j，
I鐵出船168〃

185,488GT<英本国で進水した職の’
デンマ:－ク

93.53％うは英本国で，190隻7(j0,89

{雛蔑:蝿＃-2GT(英本国以外の国で進水した鐙
〔ノールウエーには輸出船がない〕 の40.81％〕はその他の諸国で進水

本誌前号22頁の圃表を見て熱きたした。
い。世界全体の各年別進水船舶量の 木誌前号22頁表の複線は過去36年

変動を示しているのである。 問の各年におけるロイド船級に入汲

した新造船の量を示している。これ

,XIV英本國以外の各国、等の数値で明かなように注意すべき
造船状況經過 特長は，ロイド協会に入級した新造

英本国以外の諸国の1949年12月末船の平均合計は1914年から1949年間
現在建造中瀦舶は2,400,577GTで1の36年間にあって毎年1,617,636GT
年前の21026,086GTに比べて374, であるということである。
491GTの増加である←戸の對循ルテ'千 〔迩獄省船舶局）
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,XIV英本國以外の各国、

造船状況經過

英本国以外の諸国の1949年12月末
現在建造中瀦舶は2,400,577GTで1
年前の21026,086GTに比べて374,
491GTの増加である。この数値には

今

調査報告が得られないので，ドイツ
とロシアの分は算入していない。19
48年末現在には日本で建造中の船舶
は算入してないので,その増加分'2
0,416GTはi1949年末現在の総増加分
に加えてある。

第4．4半期の調査報告にあるよう
に1949年末における建造中錯舶の多
い順に並べると次の邇りである。
北米合衆国512,787GT

フランス422，046ノ〃

オラ，ンダ301,506〃

スエーデン297,325〃

イタリー2]4，410〃

デンマーク］32,129〃
日 本120,416〃

スペイン］09,347〃

表紙

パナマ號

中日木重工而II1戸造船所建造
船主EASTASIATICCO_

〔デンマ､－ク〕

・昭和溺年5月20日進水

同年'2月中旬竣工議定
長137.5M

幅19.0M

深11.8M

總頓数8.600垂．

重量噸10.260T｡

速力15Kn

溌関ヂーゼル<B&yV)
6."OB｡H.P.
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一米国新造油槽船の特色一一
竜

（

稽船の特色

質に就てその2）

高橋

川島

米國新造油

（近代油槽船の特
壺

夫

夕●ユ

菊
榮

一

本誌前号に於ては世界に於ける戦後の油糟船建造状況え･られている事である。吃水をこの値以上に増さず，し
にしついて概観したわけであるが，本号及び次号に引続きか＄敏貨重量を均加しようとすれば,長さを増すか，幅
例を米国の大型油糟船にとって，その特色を更に詳細にを増さざるを得ない。しかしL/D,B/Dの比は適当な値
検討して見ようも然し米国新造油糖船については既に木以上となる事は望ましくない。それを切抜ける雷ために
邦の雑誌等に於て紹介されているものも少くないので，は,Cbを増すか，或い“設貨重量と排ﾌk量の比を出来る‐
著者等はそれについての一般的な説明は省略し，その特限り大にせねばならない。事実要目表に見られる如く，
質と見られる黙，即ち，新造油糟船が設計上の見地より新造油梢船のCb.は，從来我々が適当と考えていた値よ． ．I

寛て特に高能率と思われるL黙,及び近代船として設備上りも大きな値しこして載貨重量がとれるように設計されて
特に注目すべき鮎につき特に詳細にのべようと思う。をり，そのため生ずる抵抗上の損失は謹関の力量を大に
賓料としては今後多量に建造されるD.W.26,0()胚型して之を補っている傾向がうかがわれる。
の第一船として昨年一月竣エした<GEssoZurich''の紹(2)然しながら米国の新造油槽船が大なる載貨重量を
．介記事(8)及び28,000T型(9),30,000T型の計画に関する得ることに成功している最も根本的な原因は，載貨重
記率及び1944年竣工のD.W.24,000Tc6PhCeniX''の記量と排水量との比をTable5中に示されている如く，
郡(10〕を参照して論を進め，必要に応じ欧州の最新新造0.76乃至0.805に向上せしめることに成功した為である

夕

船23,000T型4#AtlanticQueen;'(u)(12)(1948年]2月完と云える。この事実は，米国の新造船が載貨重量の大な
成〕を引用して比鮫しようと思う。る割に小型に作られていることを意味してをり，戦前の

我国のタービン油糟船においてこの比が0.71前後であつ
1．菫要々目 た事と比較すると,(Table7参照）極めて注目すべき

上記諸油糟船の船体部要目及び溌関部要目を夫々，優れた特質であるといえる。そしてこの成以の陰に瞳鋼
材重量の輕減，磯関部重量の減少，織装重量の軽減等，Table5,Table6に示した。．

(DTable5中の主要寸法中注目すべき事は，目下建最新の米国造船技術の進歩の成果が大いに貢献している
造中の大型油補船は載貨重量が大なるにも拘らず，吃水のであるが，之等については後節にて詳細に検討するこ
は種々の事情から最大実用吃水が30'乃至33'･6"位におさ．とにしたい。 J～

Table7．油槽船の載貨亜撤と排水識との比 、

~

壼雨rT照緬丸1塾竺三 l
T-2

IType総舗｜
迩造年陸

戦貨諏鉦
(KT)

Lp.p.(M)

B<M),
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程度
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（3）次にCargooiltankcapacityと，戯貨重量と
の比瀧大きい事も新造油槽船の大きな特色である。載貨
重量の割にCargo･oirtankcapacityが多い場合には
gargooilの稜込状態を船体に及ぼす応力が小なる館く
に加減する事が出来るという利黙があるし,叉比重の,I，
なる塗質油を稜む場合に於ても有利である｡事実米国のが

溌童船で瞳との比は1.31～1.40であり，比重0.7のガソ
ーリンを満敏吃水線までつむことができる。
我国のタービン油槽諾の一例でぱこの比が,.,9であっ
たのに比して非常に能率的であるといえる。この巖に，
割.pargOoiltankcapacityを大ぎくとれるという利鮎は
"亥節にてのべる配置上の特色があって始めて可能となっ
てきたのである。．‐,

急I更に最近の大型油槽船の特性としてFIatsheer即ち
乾弦甲板のcargooiltankspaceの間はsheerのな
い船型として計画されていることも注目すべきである。
大型油槽船は縦張力上,draftの割にdepthを大きく
とっているから,sheercorrgCtionの恩恵をうける事な
しに充分のdraftをとる事ができるので,standardの
sheerを必要としないのであり，その結果，織造は非常、
に態単になるという利黙がある。

26;OOOT型46EssoZurich''の配慨上の特色として次
の諸黙があげられるが,28,000T型についても大体同じ
事がいえる。、

(D木船のrnainpunlproonlはcargooilspace･
の後端嬢関室の前に配置されている。そしてpump
は穫関室内lこ据付けられたcargooilpump用turbin
からの軸によ’り直接溺動される。この配価はpump室
を中央にもつ従来の配涜に比してcofferdamを省略し,
Xpumproomの長さを短くし，従ってcargooilCa.
pacityを大きくとれるという利黙がある。父椣隔壁一
枚を省くことができるので重量輕減の利黙もある。
（2）主磯のturbin.が大力量の割に小型であり，叉機
関室内の補驍頑も高回嬉のものを採用して小型であり，
その上大きな補助罐をもたないため，嬢関宅全体がCO=
rnpactにまとまっている。從って磯関室の長さが從罪一

〆

の船に比して短くてすんでいる。磯関室長さの比較を，
Table8に示した。．

民

2．船型及び配置
一

詔型はD.W､26,000T型,28,900T型,30,000T型の
1(3づれもがthreeislanderを採用している。ただ"Ph-
nenix''.のみがraisedguarterdeckdrの珍ら-しい型に
なっている。後者を採用する場合には後部の.cargooil
fanX,をpoopdeckまであげる事ができcargooilta-
nkcapacityを大きくとれると云う利鮎があるが，その
半面，諾体中央部の最もbendingmomentの大なる部
分に構造上の不運銃箇所を生ずるので，握度上の見地か
らば不安がある。その為か,<4Podnix''以後にはこの型
は採用されていない。

Table8

代‘表的油梢翻の機関室長さ
－_

LxBxD-号悪燕｢霊扇
l船
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画

従来の鋲溝造の油槽艦の例より類推される値に比して著
しく輕v､・ての理由として次の諸項が考えられる。

（1）溶接構造を稜極的に使用する事により重量輕滋を・
計っている。28,000T型,26,000T型は溶接の使用程度

95％であり,30,000T型は100%溶接を使用している。

既に就航した6CPhoenix''"UlysSes''は100%溶接繕

造であ説全溶接船に於ては，鋲構造の船に比して約

]5～20形の重量輕減が罐想される。(Table9参照）

Table9溶接の使用程度と重量輕減の一例

（3）駿関室長さの長短は,油機船にとってはその主要
寸法の決定を支配する重要な要素である。即ち織械室が
短くてすめば，相対的に船首のballastwatertankを
短くする事ができ，それだけcargooiltankを長くと含

ることができる。或いはcargooiltankcapacityがす
でに充分とれている場合においては，船の長さを短める
ことも可能である。28,000T型が,26,000T郡よりL
が短いのは,T2ble7に示す如く前者の磯関室長さが後
者よりも短くてすんでいるのが大きな原因となってい
る。この綴に新造汕総紺の磯関室長さが短い事は船を'1，
野に作り,Xcargooilcapacityを大きくとる事を可
能にして,船の性能を高能率のものにする事に役立って
いるのである。その反面,純噸数を最小にする識こ磯
関室容稜を総噸数の13％以上にとる事が困難になり，
enginecasingを必要以上に擬げる等苦心の跡が見られ

s0%|'00%

綴
518画|職霞
9.3％’16.4箔

’’溶接使用程変|0%|20%
船殻璽斌5756KT

AllRivetに比

しての軽減重雄

同上百分率

20形溶接に比し

４
１
１
１
画
画

９
－
Ｊ

７
７
０
６

》
ＤＩ
Ｉ
唾
唖
蛯

飾
調
２

－
，
１

》
○

ての輕減重斌

同上百分率

る。

G)次に配綴上の特色として，いづれもturbin船で
あるにも拘らず,feedwatertankのcapacityが小さ
い事を．あげる事ができる。@4EssoZurich''においては
feedwaterとwashwaterとを合せて440Tにすぎな

い。本邦のD.W.]4,000Ttlirbin油糟船が約1,COOT
のfeedwatertankをもつのに較べると約半分にすぎ
ない。この事実はtank配競を客易にするばかりでなく
船の載貨重量を増すことにも大いに役立っている。

〔の最後に新進油棚船は近代船の新しい傾向として
raderを装術しているため，mastの配置に特別の考慮

が桃われている事を指摘しておきたい。

註.(1)D.W.18,300KTの油榴船について比較す。

(2)I/Yの詮裕は,20%溶接にて20%,80%溶鐸

にて20％，100％涛斐にて8％にとった。

（2）隔壁瀧造にcorrugatedplateを使用しているも

のが多い。これは山形鋼により隔壁を補彊する代りに隔

壁自身にcorrugation(波型〕を与え，必要な防澆性を

もたせようとする擁造であり，油穂船の隔壁に之を用い

た例は1937年頃より見うけられたが，今日では米国のiIF

稽船に積極的に使用されてをり,28,000T型,-30,000'r

型は縦繊両隔塗をcorrugateしている。この瀧造を採凧

すると，従来の山形銀により補謡した隔壁に比して重量

の節約が得られる。6$Phcenix''に於てはこの方法によ

り･120Tの重量が輕減された。これは隔壁重量の約10%

に相当し，全船殻重量の約3％に相当する。更にtanker

にcorrugatedbulkheadを採用した場合,tankclea､

ningが容易であり，従って，特にcleantankerに縫

弧度の比較表

一

．

3．船体構造

新造船はいづれも縦隔壁を2個もつ11ngitudinalsy-
stemの構造である。構造上の特色として特筆大害すべ

き事は’既述の如く銀材重量の軽減に成功している黙で
ある。、

Table5中に銀材重量の実例誉あげておいたが何れも
_TablelO各種油榊舶の 縦亜度の比較表
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一 船の科學－
、

てはその寿命が長くなるという利鮎がある。 利黙もあり，更に溶接篤造の難鮎である歪の原因を少く

し，歪取りに要するﾐｴ数を減少するという利黙がある。
次に欧洲の澗糟船の状況を見よう。スエーデンの“・

taverken造船所で作られた<qAtlanticQueen''の船

体溝造を見鳶と，この船も亦100％溶接権造である。し
かしframingconstructionはcombinedsystemが

採用され，外板は竪張りである。corrugationも機隔壁

にのみ用いられている。そして注目すべき事には上部溝

造にアルミニウム合金を使用して重量趣減をはかってい

る。米国独棺船にはまだアルミニウム合金を使用されて

いない様であるが，この種の趣合金の使用は將来鑑んに

なる事と思われる。以上米国油糟船の船殻関係の特質を

述べたが，次号に引続いて艤装関係の特色を考えて見た

いと思う。〔以下次号〕、

(8)MarineEngineeringandShippingReview5
〆

1949年5月@4JerseyStandard'sTankerEsso
Gg

ZUrich''、
4

.(9)PacificMarineReview;1948年12月CGT,anker'
一

／

(10)MarineEngineeringandShippingReview;
9

1946年6月"AllweldedtankerRhoemx''

(n)TheMotorship;1948年10月@@T,he23,000T
●

tankerAtlanticQueen''

(12)TheMotorShip;1949年1月C6Thetanker

AtlanticQueen''

（3）各種の油稽船について中央横断面の縦彊度を比較
、する為j1/Yを計算して見た所TablelOの如き結果が
得られた｡賓料が不充分のためはっきりした結論を下す，
事は出来ないが，これから見ると米国の最近の傾向とし
て,I/Yを絶檮我々が施摺譜に対して必要と考えていた
，殖よりも低い値にしているものと思われる。どれは最近
の溶接の進歩に伴ない,､澪接捷造に対する信頼性を増し
た為,縦遥力上の有効部材の観念が鋲蕊造の場合とは異
ってきた為であろうと思われる。即ち鋲篭造では縦弧力
に有効と考えられなかった部材が,溶接雛遥に於ては有
勃と考えられてきたのではないかと思われる。ZssoZu-
richの場合Table8に示す如くbreeboard"leより
．要求される値に対して113％と云う値が得られているが，
この船は最新のA､B・協会のclassを得てをり，從つ
竜この値はA.B.協会の認めている値である.う。ここに
賂重量輕減の一原因がうかがわれる。

“う次に材料の進歩，とくにsizeの大型化をあげる
事ができる。好PhceniX''を例にとると縦隔壁の如き睦
判0'×7ﾉ×14mmの板を使用し，二職隔壁の間に接目な
く，一枚板のままpressしてcorrugateされている。
双夕賑もblock接手間に接目なしの40ﾉの一枚板を用い
ている。この巖に大型の銀材を用いると，鋲構造の船に
獺ては重量輕減が得られるが,"PhceniX''の如き全溶
接の船の場合には溶接長さが減少するため，工数節約の
仁V、〆、三一一シへ〆－－－全一､〆､〆､〆、〆一一世〆、一一へ一凸一一一一､〆｡一一､〆一､〆、〆ミヶ、〆一迫〆、ダヘ〆

船舶技術資料
第一集
タンカー費料・ー

アメリカ大型タンカー約40隻の詳細参考資料｡リ
絢希望の方ほすぐ船舶技術協会まで御申込み下さい。
価格一部40円（逵料5円〕
第二集

これは"WanBureuofShippmgの調査養料の
日本版です。運輸省船舶局がA､B・の許可を受け当協会
が発行することに致しました。A.B.船級船舶のデー
タ，米国造紹，の現状が手にとる嫌によ･く分ります。こ
め第二集は定価一部45円で御希望の方に御分け致します
故至急御申込下さい。〔〒5円）

ー

’

ーシ、〆、〆、一シへ〆、ーー今一､〆、〆､〆、〆一一世〆、一一へ一凸一も〆ーー、〆｡一一､〆一画〆、〆､〆、ー一迫〆、ダヘグ、〆、〆､〆､〆、グヘダヘダ､一誼グヘーゲ竜〆一､グミ一.〆ー、〆、一四戸凸一｡〆、〆、〆奄〆、一一､〆、←一､〆､〆守一、〆、グー〆、〆肉。 や
牡
も
■1

、船のスタイル・ブック

最船舶画鑑
わが國船舶の寓眞と圖による大観

造船・海璽關係者必備の圃書〆
◇戦後建造の代表船各種
◇在來船中の主要船各種
◇過去の優秀船中代表船

等120数隻の写真
名型代表船のアレンジ

メント16種載録、
B5版｡150餘頁・上製

～

總アートグラビヤ紙使扇

◇定債300画(〒･擁鯛）
譲舟･艇協會出版郡、
東京都中央座銀座3の2銀芳閣ピル
振替・東京25521番

、

港区臓布霞町19

船舶技術協
振替東京704．38
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一 制度の提案一
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．’

lSWE
l制臘E

｜
●

PORTOF
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箇者がKARTEをつくって人々 の健康を見守る巖に

船にもSHIPREPAIRREPORTCARDをつくって
その状態を見守る事の必要を感じ,次の私案をここに提
起した｡

このCARDは船長が保管するA様式と造船所が船主

及び所属船級協会に提出するB巖式の二隷式からなってミ
いる。‘′

owNER,|
Rと鼎EDI-_CONDITION

一一一

｡

～

これらのCARDに船の各部の状態を互細にわたって

集鰯する事はとても出来ないから，船級協会等で指定す術向上の一助となり，造船界の技術の水準が上る事にな
る検査項目に相当するもの及び船主の特に希望するものろだろう。
だけについて記載する。このCARDの目的の大凡はこ.2.船主や総長は自分の船の状態がどうであるかと云

う事を更に詳細に知っている事が出来るし，造難所の寅
れだけで達せられると考えるからである。
AのCARDは各項目毎に一枚銀こなっていて修理を任をもった工事に信頼する拠所を得ることになるだ風
実施した造船所の技師によって‘‘どう云う状態であったう。

3．船級協会は所厩する鐇の状態に関して常に有効なから，どう云う橇になおでた。造船所技師名｡年月日,，
といった事が修理をずる度に次々と書き加えられて行く報告を受けることになり，技術的な指導に必要な賓料続
犠になっている。計を整理するのに便利であろう。
ぐBのCARDは各項目が一枚の紙に書收められ修理を､しかしながらこの事は関係各位の心からの賛成を得る事
実施した一回毎に造船所の技師によって,･Aと同文の記が出来た時にのみ効果がある事になるのであるから，賛t

録が書込まれ’一目瞭然その修理を施行するに至った原成を得られた後に更に詳細の提案をする事にして，ここ
因及び経過がわかる様になっている6では先ずその概要に就て御高談をお願いするに止めてお
更に船長及修理をやった造船所が，以前修理を実施しく。〔石川島重工修繕部〕

〔以上の提案に對し被者諸兄より忌輝なき御意見を頂
た造総所にその実施した工事に就て何か発見した場合に
通知する義務を負う事にすると，この提案の効果は完塁きたく’編集部當御一報戴ければ幸綾です〕

蕊謹壽雲霧涛蕊雲霧雲謹謹鑿議霊となる。

これを実施する事は造船所にとって全くわづらわしい
率なのであるが，これを実施する事によって次に列記す
る識な多くの利益がある。
1．造船所はその工事の悪い結果を報告してもらう事
が出来るし，他の造船所の有効適切な工事を学ぶ事が出
来る。その上常によい仕事をやろうと努力するから,一枝

q
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辨登」はこの代表的な例で，荒れ狂

う海上で襲い来る知感の幽鐘を諜窒

が斬り擬うのである。この能に於て

は船頭となる狂言方が大波の打寄せ

る'のを船をたて直し，たて直し防ぎ

守る所作があって興味深い。この類

には「江口」「白楽寒｣「俊電」「屋

島」「隅田河『七雛落」其他をあげ

ることが出来る。前述の｢自然居士」

も之に入るであろう。大体は海上が

舞墓であるが，隅田河は河上，自然

居士は琵塁湖上，鳥追舟は田に浮ぶ

舟である。

以上の他は船が大した役割をして

いない認こ思われるが，数から言う
〃

と相当多数で，之を大体次の様に分

けられる。（一）道行の一部又は全

部に船の出てくるもの，而してその

絞述がかなり詳しいもの。〔二）同

上，但し簡単で文章も短いもの。

‐（三〕艘を使って行う職業に関する
もの。〔四）佛教上の言葉。（五）

，単なる文章のアヤとしての使用。

（一〕の例として「竹生島jr唐諾」

、「兼平」等があり，〔二〕の例では，

「高砂」がよくしられている。f高

砂や此の沌舟に云々」はワキの祁主

友成が高砂の流から住の江に到る道
行であるが，「高砂」の中にはこの

他最初に友成が肥後阿蘇の宮から高

砂の浦に到着する所も「舟路のどけ

き春風も云々」と謡われ，又相生の

松の精〔シテ，シテツレ〕が高砂の

淵から海人の小舟に打乘って沖の方

に出てゆくさまも示されている。江

口，白楽天，輪識もこの例垂ある。

道行の航路としては中国航路より内

海航路，湖水，更に,l､なるは川まで
いろいろと現れていて，よく調べる

と面白いかもしれぬ。。

〔三〕に属するものに鵜詞，阿測等

がある。後者は漁夫のことをうたう

もの,前者は長良川に非ずして甲州

石和の物語である。（四〕，〔五〕は数

一の上で相当多いけれど取立ててここ

r高砂や此の浦舟に帆をあげて」
繕婚式場に謡われる「高砂」の一節
&ま獄く人の知る所であるが，国文学
及邦楽中に独自の地歩を占める謡曲
に'一話が如何に取扱れているｶﾐをし
らべてみるのも面白いことと思われ
る。

もっとも謡曲の詞章は殆ど他に原
典があって，それ等を巧みに修憩し
鐙合せて一箇の作品としているので
吻論その構成に当って独自の解羅
があって芸術とこての生命は別にあ
るが〕たとえば船の技術史的考察等
という面からみようとすると直ちに
一つに限界に行き当る。

そういう考察の捕助蚕科として之
を研究するとなると，相当文学的手
法にも習熟する必要があると思われ
る。ここではそんな立入った研究は
さておいて，船に関係する事項を拾
いあつめてみよう。

国民文庫制行会編集の謡曲全集上
~F二巻には観世流読本を主として合
計四○○番を牧めるが，下巻には現
行性は蓮めて少く，殆ど上糧に現行
約二百番(流儀により多少出入あり）
が收餓されているのと，時間の関係
上，専ら上巻のみを参照して調査を
行った。上巻二百番を通愛して先ず
妃･ずることは’一曲中何処かにr船」
α字の入った曲の意外に多い事であ
る。この中には全く言葉の綾として
α例や，佛教上の「御法の舟」の如
き例も多数あるがともかくこの事実
ば無意味ではないと思われる。手許

にあった喜多流謡本についてみても
六十二冊中二言i…六冊に｢鍋があら
われ，大体四割である。‐・

併乍ら今範園を限界して「船」が

一曲中に重要な役割を占める曲とな

ると極端に少<，特に船自体を主題
としたものは．｢岩船jをみるのみで

ある。「自然居士｣に船の由来を説
く場面があり,、噛船』に於ては日

本と中国との間の鋸争いが契磯とな
っているが，何れも船を主題とした
ものとは考えられない。

「笈澗の要旨は，捌州住吉の浦
に宣旨をうけて下向した臣下の前に
姿ほ雷人,声は大和誼の者が現れ，
目出度き御代を瀞い垂賓珠を献じ，
やがて「我は天の探女」と名宣って

天の￥船に乗って夜の宴に消えてゆ
く。場面変って秋津島根の龍紳が天

の岩船に乗じて，現れ数々 の賓物を
住吉津守の淵に運び上げるというの
であるざ「自然居士」にあっては黄
帝の臣貨狄が秋風I轍ろ一葉の柳を
便りに蜘蛛の水を渡る所を見て舟を
発明したという故事を述べるのであ
る。

今あげた「岩船」「唐淌の他に
「鳥追舟．「浮舟」と舟のつく曲が
あるが何れも直接に船を扱った曲で
はなく，後者は源氏物語の浮舟に基qづ

く物語である。簡単に字面だけで云
えば「船辨窒」「船橘」がある。
之等よりも演技が飴上に於て重要
な展開をなすものが数も多く，船と
の関係も深い。たとえば有名な「船

官
口
Ｆ
画
■
■
ユ
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一謡曲にあらわれた船一

|’以上謡曲に現れる船についての一
断面を見たのである最後に次の事を

注意したい。それは能と共に演ぜら
れこれを対比せられる狂言につ､､て
である｡面白いことに狂言には船に
関する事例が能に比べるとはるかに
少いのである。しかも現れてくる艦
も多くは川の渡舟である。このこと
と狂言が卑近な日常生活を多く‘材料
とする所とを考え合せると，どうも
中世の日本人の生活には「船」があ
まり密接には結び着いては居なかっ
たのではないかと疑われる。所謂’

r板子一枚下は地嶽Jゐ思想が行き
わたっていて，飴旅というと敬遠さ
れていた灘である。このことは全国
的には実はつい近年まで相変らずで
あった様である。船乗というと一種
特別の人間の様に見る向きがなかっ
たとは云えない。造船屋は乗船屋で
ないという事実は早くなくしたいも
のである。〔生産技術研究所〕

で言うには及ばないと思う。

之等の曲中に現れてくる緒の名前
を順序不同にならべてみると次の如

くである。

海人の'1,舟，霞の小舟，埴生の小＝海人の'j,ﾉ1．，陸の'j､"j.,J廻笙の'j、 平面
舟，呉船，釣舟，繩船，鵜舟，稻舟

酒舟，柴(猿)舟，室穐舟，瓶船，淀

舟，朧殻,月の御船，山田矢走の渡

船，志賀の涌舟，松浦舟，筑紫舟，鮠，心歩wﾉ郷うぴ’'1窒畑”~’韮jLﾗ表7U~， 側 面
難波舟，腿.船，高瀬船，天の岩船『

天の鳥紹，鳥追舟，朝妻船，人買鉛
御座船，御法の船，般若の船，弘誓特有の象徴的なもので主体は測圖に
伍識，誓の舟，出舟，夜舟，共舟，示す知き輪廓である。竹を曲げ之に‐
郵紹。、白布をまいただけである。長さ約二
『見渡してみて技術的に蚕料となる間，巾約三尺であるが，この長／巾
ものは謡曲としてば殆どない様に思の値も前後のシヤのある黙も割に事
うが，むしろ織品などについてほ面実に忠実で水面上の形をみなれてい
白い発見があるかも知れない。る一般人には感じよく出来ていると
船の出てくる曲が多数あるため，思われる。この本体に上屋をつけた
能に於て獅蕊に船を現す必要の起るり肋ひ綱をつけたりする。又｢唐船」
ことがある。この時諏塞上に作物に於ては特に鴬実的な船を出し豪華
（ツクリモノ〕の船を置くが，能にな帆まであげてみせる。
－，－宝～－〆一一一-－－～-./､一一一､一一一一～へ～､～､～､～ヘーーー墓一一一．～マーノヘ～今ﾝ－～.一ゲーー､〆
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船舶電氣装備

劉暖噸灘
船舶技術協會。

遡塵
、

一

虎旧三菱製鋼
、

輪出船｡園内船鬮
－大型

綱鋼呈｡鐵岡臘)畠｡鋼板 1
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一般の科学一

己 〆

の為埋没していて,･従来の様に船底より大廻し索を取る

事は不可能に近く且つ多大の日子を要して問題にならな

い｡鍔又船側外板が殆んど振傷を受けている為，多くのタ

ンクを外板に取付ける事も困難である。そこで先に鹿兒

島櫻島現場に於て，賢洋丸の浮揚に試みて成功した経験

から，出来るだけ鮠内に装着する事とし，舷側に装着す

夕

′金海丸の引揚己

一グラピヤ参照一
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昭和25年8月31日，関東地方を襲ったキテイ･台風に依

って，糠浜港に碇泊中の汽船が数隻遭難したが，金海丸；

はその中の一隻で戦時標準D型船である。

本諾は片舷投錨の儘走錨し,防波堤を乗越えたる位置
にて沈没したもので暹難船中最も大きな損傷を受けた船

である。

潜水調査の結果に依って,。、

’・海底質は極軟泥で，防波堤に近い船尾部は砂の為埋

没はなし郡,艫部は相当埋没して居り盆々 増加の傾向
にある事。（浮揚時にはス完ムに於て,6Mに達した）
2．援傷個所の生なるものは，一番総船側外板及二番総
右舷側外板の破孔及変形で共に防水は不可能であり，
二番鮠後端隔壁は相当変形を受けているが，防水可能
一と認められる｡磯械室の外減ま縦縁鋲が大分弛緩脱落
している様であるが，大体二番鮠隔壁より船尾部は防
水可能と認めれる。

3．船体損傷の程度が極めて広範園且つ甚し恥ので，浮
揚途中に於て船体の受ける応力が可成り大きくなる事
が琵想され，充分な注意を要する事。

にて死曇したもので進嘩瀦中嬢も大きな損傷を受けた船飼錬部13";Kg"1.2.a4Raa10.12.50r丸型
56．20T負璽

である。il.lOOT丸型
潜水調査の結果に依って,。、

第2間浮力タンク装着要領
’・海底質は極軟泥で，防波堤に近い船尾部は砂の為埋

没はなし郡,艫部は相当埋没して居り盆々 増加の傾向るﾀﾝｸには特別に設計したｱｲプレートを使用する事
にある事。（浮揚時にはス完ムに於て,6Mに達した）とした。本船は4.2M毎にウエブフレームが設けられて
2．援傷個所の生なるものは,一番総船側外板及二番総あるので,この間に3.0M乃至4.0Mの直径を有するタツ
右舷側外板の破孔及変形で共に防水は不可能であり， クを装着する事は，起重磯を用いずにやるには一寸面倒

二番鮠後端隔壁は相当変形を受けているが，防水可能な仕事であるが，然し乍ら又一面；装着するのに一切の
‐と認められる｡磯械室の外減ま縦縁鋲が大分弛緩脱落、蕊付ワイヤーを要せず,且つ浮力の配置が自由な為に，
している様であるが，大体二番鮠隔壁より船尾部は防船体の応力を軽減せしむる綴に適当に配置せしめられる
水可能と認めれる。 と云う利黙があつな。’

3．船体損傷の程度が極めて広範園且つ甚し､､ので,浮第三に問題となる黙は,､船尾部が防嘩堤と接鯛してい
場途中に於て船体の受ける応力が可成り大きくなる事笥為潜水夫が接近出来ず,鰭を浮揚させた状態で鯉急防
が琵想され，充分な注意を要する事。 水する必要がある事であった。然も龍浮揚しても，船体

’等が判明したので，これ等の結果に基ぃ莚，農関室及と海底広間は1rn位しかなく，部分的な瀬流が早くて，
石炭庫を排水すると共に,溺]タンクを用いて浮揚し， 天候が線程良くないと，危険を伴う仕事であった。

入渠せしめる方針を樹てた。これ等の方針の下に作業を 次に浮揚計算の結果のみ簡単に示すと，

進める事となったが,実際には幾多の困難を伴う仕事で，
あった。第一に50噸浮力タンクを9本曳航する事が約半 船体a重量1,254t

重心位．置一月を要する事となり，航海速力は僅か2浬位の事さえあ-6.08M船体中心
つた。一a)鰭浮揚開始

第二の問題はﾀﾝｸの取付方法であった｡海底が軟泥浮力壁ﾂ舞
”＝片々、〃〃貝,1頁f、11QのQ十一一

〃

I
１
１

Gに対する
モーメント

11,828t-m

4，]5］

一］5，976

浮力

545t

92

617

浮力タンク

贈楼及F.P.T.

船尾部海底支持力

計1,254

b)完全浮揚〔曳航状態〕

浮力

亀浮力タンク490t

’
ー

モーメント

9,992t-m
第1圏
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Foersterその他許容應力として与えている数値はこれ

よりも.大きいが，筆者の経駁では，救難作業に於ては不・‐

可測の事態を考慮に入れるならば,mKg/mma位が許容一
､應力の最大限とするのが適当と思われる。これ等の状現

からすれば当然補彊を要する処であるが;敢えて全然補
狸を行わない事にした。その理由は，．

’・損傷個所が極めて庚範園〔右舷側外板は，殆んど二

番鮠全部にわたって著しく変形を生じその中央部に於・

て大波孔がある〕に亙るので,潜水作業に依って有効
な補握作業は望み難い事。

2．甲板の損傷が比咳的少い事。．’
である。

作業期間が二個月と指定されたので，連日未明よ､り日
没まで穆行に続けられ，長崎より淫力タンクが曳航され
る迄には，船尾部の防水とタンク取付準備は完全に維了、
し以後全力を挙げてタング装着に努力した。

埋没泥土を排除しないと舷側タンクが装着出来ず，浮
力を与えずに行うと，船体は更に沈下すると云う関係か
ら，両者を並行的に行い，浮力を与えつつ泥土を排除す
ると云う方法を除礒なくされ，若干ここで能率の低下を
来したのは止むを得ない。

’0月2'日，譲定通りの作業を完了し，浮動にかかり，
。

タンクに遥気して龍は浮動したが，不運ﾚﾐも午後より風
力増し,潜水夫の船尾部防水作業は不可能となり,然も函
風接近の報に，篝定を変更して再び沈没せしめる事とし
て天候の回復を待った。同月26日再び浮揚に着手,完全
に浮湯に成功し，…計画といささかも違う所がなかった§
かかる痕偲船を曳航する事は極めて困難且つ危険な作
業で’筆者も始めての経験であった。天候良好なる日を
窪び29日，速力は2．5哩に落し接岸して曳統，無事東京
石川島造般所第一船渠に入渠せしめて，本作業を経っ
た。〔川南サルベージ部〕

、

F.P．T・

機関室及石炭庫

3，785

－13，777

88

676
ー

計1,254

浮揚時吃水

d=6．60m

(n)錘度計算

a)錨浮揚時

B.M.max.CF33)7,480t-m

損傷個所に於け<F45)6,920t-m
、

るmax．B.M.

I/y=1,054m-mms(deckside)

1,172〃 (bottomside)

(r==､6.56kg/mm2(compression)

5．90〃 (tension)

b)完全浮揚時〔曳航状態〕
B.M.max.(F50)760t･m

，"＝0.720kg/mm劇Ccomp)

0.“0〃 <tens)

以上の嫌に龍浮揚時に於ては；･豫想邇り可成り大きい

應力を受ける事が分る。
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次 内容

."…‘.……・吉田

…..‘.…･･･“三田

..….…..…・安川

.…….“．．…‘友納

･………(蔦警
“.､“･･･"･･･高幣

-……(獺

浪人の浪言……･･･….．…･…･……･…“……ついむこじ
大型タンカ･-．．………･･･････..．….….…..….……...､..、
安全な航海にレーダ･一期チャート.……...…….….、

紙の船を造るの記……"…"…………沢田昭一＝か

第五次船の補機特集

中日本重工榊戸造船所

，日本鋼管鶴見造船所

その他各造船所及びメーカー

8月のニュース解説･”
アメリカ雑感･･･………・

土砂運搬雛の特許･･･…・
レーグーの原理.．，“････・

造雛用資材の現状･…"・

サイクアーざウエルド・

米国油糟船の特色…･･“

、
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19日論

船尾

と云う様な変化を見せた。

19日龍5'－6〃

船尾30'－0〃

！と云う様な変化を見せた｡_これは進
'動水の影響並に火災に依る搭載油の
減少に基く物と考えられた。一方火
災に依り銭鋲が緩み所により洩水も
見られて来た。

この間関係者協議の結果19日以降
本船の救難作業を日本鋼管清水錦
所が一切引き受ける率となり，保安
庁の両割Mi艇は任を離れたが，黒逼

は天に沖して爆発の危険は猶去らな

かった6救難の具体的方法として，
〔一）適当な方法で本船の傾蕊を緩

和して転覆を防止する。〔二〕鋸内
に水を漆り，沈錯に依つ・て消火す
るbが取られる事となった。

〔一〕は次の手段に依り行われ
た。即ち3噸狸の無針大錨4個と32

粍及30粍の鋼索各2丸計坐丸〔錨鐡
代用〕を用意し，19日早朝より作業
を開始した。この頃本船の船尾は飼
底し,15度の繊頤斜の為,中央部も左
舷側は鯛底していた。鋼索を船尾マ
スト(四番五番鮠中間〕及び三番識デ
リツクポスト〔砿船体中央〕に結び

付け，これと前記の大錨を遜結し
た。大錨は左右共に本船の正横方向

に投入し，これに依り転遜の危険は
一應去った。次に三番鮠右舷デイー
プタンクに注水し傾料を減少せんと
したが，本造船所の曳船と本船甲板
の高さの差が大で,送水用ﾎー ｽボ

水睡の為破裂したので，上より第四
段目の外板に300粍×200粍の孔を瓦
斯切断して，この開口より3"ホース

2本を使用して注水したが,こめ間三
番鮠の火勢が除り．盛になったので，
一時注水を中止し，約5時間を賛や、
して鎭火に成功した。続いて注水を

行い，2馴時に一旦打ち切ったが，画
斜の減少は除り著しく･なかった。20

日は風浪共に大で，本船に接船出来
ず作業は不能であった。猶この日2

番鮠は罐に炎上していた。次で21日

には5吋ホースを使用して19日の注

色
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柊戦後本邦近海に

奎雪霞謹蕊としては初ての

で，本船の火災はピツグニユースと
して報導せられた。この消火作業を
当造総所が担当したので，迄の椴要
を御紹介する。

水深13米にして本船が沈没する様な

事があれば，清水港の主航路を閉塞

する事となり，又油の流出に依る海
岸の汚漫及び陸上への炎陵等も憂顧
せられた。依って15日午前転錨を行

、う事になった。場錨駿は幸にして当

火災の起きた時は穣荷590噸を右時まだ火を受けていなかったが，発
し'駿洞湾口'御前崎福西約30浬に在電磯は磯能を失っていたので，400
つた。原因の詳細は不明である力?火米のキヤブタイヤー電篭を使用して〆

は主蕊室より出た。本路の求數信号「室冒」より海上送電を行い，「淡
に依り’海上保安庁は警備船建戸」路｣に依って曳航し,水深9.4米の
’〔下田港璽在〕及び「淡路」・〔高知議定地黙に転錨した。この時は8吋

〆

，塵在〕を急行せしめ，父附近に在つマニラホーサー200米を使用した。
た米懲軍油槽緒｢シヨーニーもトレ海上は曇り勝で，偏南の軟風が名物
．~ﾙ｣も本船に接近した｡発火は5のウネリを伴い｢室戸｣の接舷箔火

草舅竺雪'ト窪聴裳灘鑿呼鮮驚駕蕊
，依り清水港に入港した。

受け，困難を極めた。

左舷錨鎖と鐇索を使用して曳航し傾斜状況はM日午後,時
たが;何しろ油椛諾(原油を潮く港右舷に約,鍍｡〆
に擢陸〕に依る炎上中の詔の曳航と，6日右舷に22度。、
云うf特異な状況の為､作業は危険を．，7日右舷に24度。
極めた。曳航開始前にr室戸」及びと云う巖に塒大し，甲板上を歩行す

●

「淡路」は注水に依り沈火に努めたる事は殆ど不可能に近く,‘転護の危
が逢に鎭火に到らず沈喪に依る船餓険も非常に大となった。
の全謁を防ぐ為，上記の危険なる曳．ここに於て｢室戸｣は三番鯰左舷デ
航を敢行したのである。 イープタンクに注水を行った所，.一

入港時本船は約'5度右舷に傾斜し時傾斜は右舷に約5座迄復原した。
二番鮠及三番鯰は火勢激甚にして，然し間もなく反対に左舷側に傾斜し
鴎番鯰及び五悉脆にも延鏡中であっ鷺て経った。これは二重底内,鮠内，
た。この傾斜は消火に使用しだ海水／及主機室内に大量の遊水が存在した
に依る物で,r室戸」が接鼓し，消為である。
氏の為’注水を続行していたので，猫吃水は，5日雛10′－6〃
漸次増大の傾向にあった。錨地は 船尾15'－6'ノ

’
’

、
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一タリスマン号の消火作業一一

噴煙消滅には到らなかったが外部の乞
温度は賂々常温に歸つたので清水遥

殻所の作業を打ち切りと．した。

12日発火後2γ日迄，2適間燃窪
を続け一番鯰〔一部焦げたる程度〕
‐一△、

及それより前方を除く他二切が火を，
受けた事になり，中でも二讓総の火

廷

が最も劇しくハツチピームは凡て蕊

け落ちた程である。甲板も若干波打

っているが総体としては修理の上使

用可能である巖に思われる。主繧も
手入を早期に行えば使用可能と思わ

れるが，電気関係は無理である;う｡、
艤装木工関係は犀板上の一部を除き
殆ど全面的に新替を要する。

〔日本銅管清水造船所〕

一

22日は一番艦中甲板を助ける為こ

の上牢板及び周園にある船匠倉庫，

甲板長倉庫に注水しつつ,．f､ツチの
四隅よりCO画ガス41本を放入したる

も，煙が清失する迄にはv､かなかつ

た。一方傾讃緩和の為二番総内のビ
ルヂを三番右舷油鯰に移動した。

23．白一番船に注水を行いたるも噴

煙あり〔厚板は脇常温)，24日蒸汽

注入を約'0時間行った。（2"ホース
を2本使用〕，25日は2吋ホースを5

本に増加，約10時間蒸汽注入を行い
●

たるも猶噴煙あり。26日及び諏日は

同穰に蒸汽及注水を続行したるも総

ロ密閉のままなる為，煙の発生部位

と老えらるる，二審鏡との隔壁寄り

に注水する事が出来ず，証に靴の外

からかゆい所をかいている感じで，

水を続行し，水量約350噸に及んで

－噸斜は5度に減少した。猶この間鋼

索は適当に綏緊し，一方再び火勢を
恢復せる3番鮠の消火をも併せ行っ
た。この間狸い西風に依り鍜索の切
断等も起ったが，船底はこの日全長
にわたって鰕底し，海底に鎮座の形
を取った。

91日火災は二稲縮，三番髄に縮ま

I

り，船尾楼甲板下居住区及其の下の
六審舵は全暁の上甑火した。当時一
審鯰中甲板の穣荷は或は類曉を逃れ
得るかと思われたので’二番鮠’三
審雛に消火の主力を集中し’3吋ホ
ース2本で，約9時間を要し砿鎭火
した。猶一方デイープタンクの注水
も続行し，中甲板のコーミングー杯
迄水を深つた。

＝

へ一

～

縦彊力材Longitudinalsfrengthnmexnber

般の纈弧力に寄与する部材を言い船の前後に蓮銃して
相当の長さを有する材料がこれに当る｡主な縦騒力材は
寵骨,外板,甲板,内底板,中心線桁板,縦肋骨,縦邇梁等
で,甲板下桁板縦邇隔壁，側桁板等を含むごともある。
横彊力材

織謹力をあたえるのに主な役割をなす部材で,識隔壁，
肋骨，梁，肋板，甲板，外板，内底板，梁柱，縦隔壁等
である。．

局部渥力Localstrength

船体の局部的の彊力のことを言う。特に永の衝撃の甚
だしい船首部船底外板の張力，鯰口など開口部の周園の
狸力，船襖端の如き不連続部の掻力，梁柱，デリツク柱
の握力，濃麗塞の握力等多種多稼である。．
振り彊力Torsionalstrength

船体をその前後軸のまわりに摂ろうとする力に対抗す
る強度のことを言う。

残留應九歪Residualstressstrain

材料の生産加工の過程に於てこれにｶﾛえられた外力に
よって生じた応力が残っていると，使用に際し既に外力
が幾らかかかっている状態から出発することになり，も
しこれが大きい値であると安全な荷重をかけたつもりで
も局限硬さに達して危険二である｡'又歪が残っていると変
形の生ずる恐れがある。これ等残留応力，歪は-1-分取除
いておくべきであるが，完全に行うことは困難である。

直亙董重記
Strength

船体を一つの梁と考えて，曲

この方法で定められる狸度を

縦張力Longitudina】
船の張さを考えるのに，
げに対する渥さを考える。
縦狸力という。
＊ツギング(H6gging)サギング(Sagging)･

ら驚奎?壹撫綴易野冒詞
の如く波の二つの山で両端を（α）
支えられるときは腫中が垂れ

壼誌蕊護謬説ぞす
山が眞中にくると両端がたれ（b》
ようとし，この状態をホギンFigl
グの状態とい乱。縦弧力を考えるときは，この二つが船
体に対し蓋酷な状態として常に重覗される。
些量_興一干す‘｡nQUeTsestrenEth
緬力Txansv…Streng
船の一断面を老えると(Fig2)
ﾀ,板と甲板等で形成された殻
#二水唾，貨物，船体自重等が
荷重として加ねり，時には甲
板上に上った海水もこれを変
形させようとする。これに対牟

鉦に上った海水もこれを変！’’↑｛
形させようとする。これに対職g2お

抗するだけの",吸度が必要でこれを職握力という。

－－37‐－－‐
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一 般の科学一

いていた。第一次世界大戦当時にも

相当大きな木船があちらこちらで遥＝

られた事を覚えセいる。今度の戦争

中腫は戦時標準型の木船が現われた

が，その一番大きなものでも250噸

であり，しかも肋骨の如きは組合せ

式のもので昔の船の穰な姿は全くな
かったのである。今昔通りの木船を

遥るとすると，裸等の堅木に大きな

ものはなく，恐らく100噸位のもの

が漸くのことであろう。木船の造船

所に行って見て櫟材が若し豊富にあ

つだならそれは見付物であろう程木・
材は貧弱になっているのである。こ

の穰な状態になったのは濫伐と植林
を怠った事とが原因であろう。自分

の聞いている処に依ると，昔伊豆の

戸田では船を造る為，一本木を伐れ

ば，必ず一本木を植えて孫子の代の

蓮船用にしたという事である。しか

も･成長してそれぞれ龍骨‘材肋骨材曲

材等になる様，始めから計画的に植、

林を考えてやった相だ。昔の人はそ

れ程將来を考えて‘物琳をしたもので

あったが，こういう美風は明治以後

全く地を桃ってしまった厳だ。国と

しての植林計画も極めて憐れな状態

であった様である。113和17年に秋田

営林区署管内を廻って秋田杉の現状

､を頑察した事がある｡その時の話,植

林溌算泌殆んど議会で通らないb毎
年要求しても削られる許bで仕方が

ないので，営林区署自体で自発的腫

僅か許りの雑收入から苗木を買い入

れて植えでいる。こんな事では將来

が案じられるといって歎いていた

が，現場を見てなる程憂腫に堪えな

いものがあるど思った。今次の戦争

中の濫伐は特に達しいものがあり，

禿山にした面秋は150万町歩に及ん

だ相だ。それで国破れて山河ありと

いうが，山河迄失くした形となり，
毎年大きな水害を起す因をなしてい

る。そ.こ､で焼てて植林が八釜しく言
も

われ出し，農林省に植林5ケ年計画

浪人の寝
一
一
百 、

一木材に関する事あれこれ←
ｰ

一

一

I

ついむこじ

〆

造船屋が用いる木材は，木船や木
部艤装用のものは勿論のこと，すべ
て特に乾燥が充分なものでなくては

ならないのは，今更賛言を要すま
い。処で大小さまざまの造船所をこ

の頃歩いて見て，木材の貯藏量が極
めて貧弱な処の多い･のには恐れ入
る。昔は少なく共1年分やそこらの
木材は何処の造船所にも用意されて
いた。そうしてよい材料があれば，
引当なしでも買って置き，長期に亘
るものは3年も4年も貯木場に放置
、されていたから，自然乾材が充分に
行われ，製作されたものに狂いの起
きる心配は少しもないのであった。
大正末期から昭和の初め頃になる
、と，木材を長く寝かせて置くだけの
餘裕が逆転黄金に無くなって来た為
であろう。’乾材度の不充分な木材の
使用がそろそろ黙われ出した。そこ
でこの餓嶋を補う為に，立派な人工
乾材装置が大きな造船所には設けら
れ出した様に記臆する。絡戦後の最
近の状況を見ると，運嘱資金の極庇
の澗渇から，引当のあるものでも，
先物は隣買出来ない嫌な始末で，か
建なりな生木を艤装に用いてあるのを
ちょいちょい見受ける状態である。
現場はこれでは悪し､という事を百も
承知なのではあるが，賓材係や首脳
錦は目前の金繰りに気をとられ過ぎ
て造紹所の名前にかかわる事を心な
らずも忽にしている。誠に傭ない現
状と思う。勿論金融の不如意は多澄
の賓材を寝かして髄けない事は判り
きっている。それならば人工乾材装

置を完備させ，短期間に目的を逹成

せしむる方法を講ずべきではあるま

いが6蒸気式の乾材装置では少なく

共乾燥のみに4遁間はかかり,その操

作も相当瀧密を要L費用も大きい。
今回の場合はもつと短鄭間に乾材が

出来，操作も萌単なものを要望して
いると思う。浪人はその性能も成績

も知らないが，高周波乾燥器を二，
三の造船所が据え付けて実用に供し

ていると聞いている。実続が良いな

らば，早くその成績を発表して貰っ

て,他の造船所でもこれを据え付け
狂わない木材で鱗装をして貰い度い
ものだと思う。またこの方法のみに

限らず，長尺物等の短期灘材法の研

究は造船屋として，是非共やって賛

い度いものの一つであろう。外国船

等の建造に際し，乾燥不充分の木材

の使用は造船日本の名を辱めるもと

であり，若しその禄な事がありとす
タ

れぱ，印度洋を渡って蹄って行く欧

洲からの註文雛の本部艤装が蹄還後

如何んな風にみじめな態になるか，

一寸想像して見てさえ傑然たるもの

があるではないか。

日本の木材は，年々 貧弱になる様

だ。浪人が子供の頃，品川の崩れ蕊

場にあった緒明造船所では，997噸

とか9981噸とか殆んど1,0CO噸に逹

する木船を建造して居り'，愛宕山か

らよくそれを眺める鮴出来たもの
で参った｡その当時は,,000噸を越
す水諾も出来るだけの材料はあった

のだが，1,000噸を超すと種々 伍鮎

に不利となるので造らないのだと開
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関心を持って居らない檬であるけれ
ども。完全な浸水乾材が出来，しか

も墨害を除く上から理想的なのは，
何といっても真水と海水とが全く入

れ代わる処である。山陰地方の如き

干満の差の少ない処では，この水の

入れ代わりに適当な装置を施さない

とよい貯木場とはならない6貯木場
の底は砂の穰な処がよい。底がもし

ヘドロであったら沈木が出来た際そ

れに臭気を帯びる様になるからであ

る。但し現今のように貯識期間が短

かいのでは大した問題ではあるまい

けれど。

杣にあたる我国の樵の技能は優秀

であると思う。秋田で見た松の立木

の皮剥ぎの如きは，それこそその技

刺に入るとでも申すべきか，実に感

心の限であった6しかし森林の伐採

に人力のみに頓り，機械力を使わな

いのは心細い。秋田営林区署の話に

アメリカから伐採磯を購入して使用

した事もあるが，失業者の出るのを

恐れて，止めて仕舞ったとの事であ

る。今後の状勢では原木の価格を少

しでも引き下げる必要があると思う

から磯械力の利用に方針を変えるべ

きであると思う。

うでもよい処以外には，一寸使うの

に驍堵される代物である。外国鋸に
は是非共よい甲板材を使い度いもの

である。現在日本の木材供給可能量

は薪炭用を含み年14,000万石であ

り，総需要量は年30,000万石に近
いと聞いている。そこで木材の合理

的使涌の研究を必要とすると共に，
どうしても無くてはならない必要な

、のは職入をせざるを得ないであろ
う。甲板材特に外匡船用の如きはこ

の嗽入の仲間に入れて麓ってもよい

のではないかと思う。

今迄用いられなかった木材の利用

研究は，良材の不足を補う事であろ

う。青森の営林区署では種々と研究

の結果，利用の価値がないとされて

いた不毛搾の乾燥加工に成功して，

狂わない家具類の製作をしぇいるの

を見た事がある。また斑もなかなか

面白いのが出ていたと記憶するが，

部屋廻わり木部艤装に使用して見た

ら案外面白いのではあるまいか。費

用伍鮎は聞いていないが，造船所

でこの無価値な不毛犀の狂わぬ加工

方法を習うのも，今の檬に新生面開

拓の意味で，一顧の価値があると思

う。

造船所によると貯木場の所に深い

が漸く立てられ，200万町歩の植林

が実行に移されていることになった
のである。この埴林の内容はどんな

ものであるか知らないが，檸の如き
堅材やよい斑のある木材や曲り材等
の鉄乏に悩む造船屋としては，木の

種類や成長の形態振り等に種々 と’
註文すべき事が沢山あるであろうか
ら，この際どしどし植林当事者に希
望を述べて，將来の為に良材を残す
事に努むくきであると思う。戦時中
木材統制溌関として県木祇が出来た
が，これが独裁的で造船の眼から見
ると厄介なものであった巖だ．造船
材としては立木を見て決めた方がよ
いものが沢山あるにも拘らず，ただ
石数許りを問題にし，使用目的を度
外頑して配給したらしかったからで
ある。植林にも独裁的でなく当然各
方面の意見を徴すべきであ《)’また
各方面の木材需要家も大いにこの値
林に関心を持つべきであると思う。
昔上等の賭の甲板材等にはチーク
が用いられ，少し下っては米松の長
尺物が用いられていた。国産品とし
ては蕊湾檜〔今では国産品とは言え
ない）が用いられたが，甲板洗の後
などの見た目は除b芳しいものとは
思えなかった。日本松に至ってはど
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(47頁より〕 米国では長く曳<代りに押すのが多い。これはtOW-s

の鐵塞と蓮逢量の大なるため総噸数500噸,4,000馬力boatと云われている。この種の船には螺旋で3f800馬力
＜

に近い狸力な大型のものが見られる。 のものもある。押す故に船首部に頑丈な構造物がつくら
又一般に河川は浅いから浅吃水船型が多い。 れ，船首の形も平面に見て四角であって，一般曳船と異

嗣洲地方の河川は特に浅いので小型で浅吃水船型であつた形をしている。この種曳船は船幅が特に広くL/B=
るが，欧米では大型のもので双螺旋乃至4螺旋のpro-2位のものもあって幅の広い長さの短い艀の一群を押す
Fellertunnelを構成しているのが数多くある。 のである。即ち曳船と艀とは一体となってはじめて船の

父j畷北米地方の河川は冬期結氷するので一般に砕氷形をつくり上げていると云うべきでこれはIntもgrated
型招が多い。tOWと称せられている。
日本の河川では大体30噸程度迄である。尚橋下を邇る一般に河川運河に使用する故に凌波耐航の必要がない
場合が多いので，水面上の低いものを要するので,橋及から舷弧は標準より相当低くて差支えない。

又磯関としては如何してもデイ〒､ゼルという事になる
耀突等は起倒式にせねばならない事がある。叉操舵室も 特に握力なtowboatでは高速ディーゼル磯関を用いて．
極く低くする事が肝要である。 推進器では骨~音に減速している。
河川では水路の屈曲部等の関係で沿岸用曳船の艤に長 俄稀には高睡水管罐でタービンを使用しているものも
ぃ淡曳は出来ないので,精々艀2～3隻か或は松花江であるが,断然減速裟置付のディーゼルである。儲何れも
やっている嚴な複列曳きをせねばならない。浅吃水船型でプロペラトンネル付きのが多い。
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新構造用鋼材溶接に適する
一一

とReeveが発表している。1)

=1)Jour.IronouelSteellnst.Nov.1949.

機械的性質

Fortiweldの特徴は低炭素モリブデン鋼にごく僅の砺

セクションについては衝繋値が篭だ低く〔アイゾツト3

～10沢／封度〕又延性もかなり減じている。〔断面收縮

率20～40％,伸び20～30％)この倣黙は焼鈍によって大い

に改善され1吋のセクシ亭ンで最低]8沢／封度の衝撃値
が記録され？伸びは40％，断面收縮率が60％に逹した。

同時に降伏黙を28～30噸′吋到に減少するが，良好な値と
云える。。

溶接性の試騨

既に述べた邇りBardgetとReeveは溌接性に特に海
意し,Fortiweldに対し"Reeve''式鯉肉溶接亀裂試溌
を行った。それによると,･Fortiweldは低合金高張力鋼
の貧弱な溶接性の原因となる被熱部亀裂(heataffected
zonecracking)を殆ど生じないことがわかった。
4fReeve''式試験では試職材に非常に厳重な拘束を与
える。6吋角の上板を10吋×7吋の下板にポルI､締し両
者を共に厚さ2吋の大きい基板にボルト締する。」二板の
三選を先づしつかり溝接し，室温に逹してから第四遜に
・試醗涛接を行う。

この試験では冷却速度が大で而も苛酷な蒟束があるた
め被熱部亀裂に関漣して涛接性を推定するのに非常に適
当なことが明らかである。この型式の試験を行うと，溶
接性の悪い鋼材ほ普通試験溶接の堅脚部の被熱部に大き・
な施裂を生ずるものである。水平脚部の被熱部にも亀裂
が現れるが普通ごくこまかいものである。大きな亀裂
は鋸で切断した断面上に肉眼で見ることが出来る。併し
細かいものは試験片と研鱈した上エッチングを行い，顯
微鏡検査をせねばならない。Fortiweldの試職に於ては
板厚を】ん吋及1吋とし，溶接棒は8s.w.g.Lincoln'CSh

ield-arc85"を使用した｡室温は0°Cの時もあり，溶接
部に接する被熱部でヴイツカース400以上の硬度が得ら
れた。〔この型式の試駄では亀裂の生じない最高値は普・
邇350と考えられている唇）・にも拘らず歎微鏡検査をし
ても被熱部亀裂の兆候はなかった。8s.w.9.は1吋の厚
板に対して非常に小篠棒であるから，このことはこの鋼
材が極めて溶接性のよいことを示すものである。

豆好な溶接部の機械的性質
この鋼材の衝合溶接も若干行われ良好な嬢械的性質を
示した。父板厚の4倍の直径のまわりに180度の曲げ減、
駁を行ったが破損は起さなかった。接手及び被熱部の彊
度と衝撃値も満足な結果を示している。こ.の鋼材の優秀
な性賀が製品に保持されれば，溶接技術者にとっては大
きな頑香となるであろう。

〃

素を加えていることである。次の組成'〕時に最良の性質
'戸渉得られる｡
、淡素約0．14％モリブデン約0.40％

翻素約-0.003筋マンガン0.4～0.5％

珪素0.2～0.3影

高度の壌械的性質を得るためにはある最低鐙の醐素が

必要の巌である。又これが銅の中で他の元素と化合し得

・るためには，ある量のモリブデンが必要で両者相俟って

必要な溌械的性質を与えるものと考えられる。

、BardgetとReeveは炭素鋼及淡素一モリブデン銅の

穰滅的性質に，翻素の及ぼす影響を調べて次の表を示し

た。これによってモリブデンを加える必要がわかる。．

・炭素銅及炭素一モリブデン鋼の機械的性質．
、－．___－
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2)標殿間距離4ﾍ/ZA:断面機＝

この表から捌素とモリブデンとを加えると降伏鮎が倍
の高さになるという著しい蕊実が見える。但しこれを添
加することは実際の製鋼上に硝々困難を来す。Barget
とReeyeは若干の大型の平炉鋪鋼に於てもこの良好な降
伏鮎を得たこの結果に於ては，ロールしたままの状態で
1'/2吋，のセクションまで30～351御吋創という高い降伏
黙こ保たれることが示された。残念なことに】/h吋以上の
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曳 船について

（グラビヤ参照〕。 q

南波松太郎一

、曳船の使命

世の中が進むにつれて船の大さは盆々大きくなりj速

力も亦愈々早くなって来る。又一方港湾設備特に蕊岸設
彼

備が充実され，凡ての船は繋岸によって旅客の昇降或は．
荷役作業が能率よく行われる様になって来た。所が高速

を誇るこれらの大船亘舶も一度，港に入れば足をとられ‐
た巨人の壕に全く行動の自由を失って,唯曳紹に身を委
す丈である。この委された曳船は本船を良き風の日も渡
の日も最も安全に最も迅速に岸壁に筒錆せしめねばなら
ない。これを錘行するには最も優秀な曳船が必要であ
る。如何に陸上設備が完全あでってもこの優秀な曳船が
なければ，多くの優秀な所謂賓の船が入港しない事にな
る。即ちその港湾の繁栄は実に優秀な曳紹の有無にある
と云っても決して過言ではない｡､その他浮揚船或ぱ海羅
船の基地への曳航等数々 の使命を持って0,る｡｡←

曳船の沿革
1〕起源

序言

私は幼少の頃〔約40年前)大阪に居ったので,時々木
津川尻へ魚釣りに出かけた。その時はいつも千本松〔今
は無い〕を背にしで石垣に腰をおろして糸を垂れたもの
である。その都唆'1､さい見すぽらしい曳船が黒々 と煙を

吐いて自体よりも数-1-倍もある様な大きい船を曳いて行
くのが如何にも不思議に思えた｡’しかもその速力は実に

遅くて進んでいる謙でもあり止まっている様でもあるが
いつの間にか前を過ぎ去って行く。その際は必もず自体に

比べて不相応に大きい波を残して行く。これも不思議の
一つであった。この波は両岸の石垣を順々にのぼって行

き順々 に消え丈行くのが今筒脳底}こ残っている。この際
,I､さい荷舟や釣舟は一檬にひどく動獺する。その都度釣
針が石垣にひっかかるので嫌な船がやって来たとつぶや
きながら糸を上げるのであった。その石淡や煙でひどく
汚れた，きたない曳船は子供心にも如何しても好感は持
てなかった。尚この曳船は｢派蕪汽」とも云われ，その

己

警笛はとてつもない大きい高い香を出すのでこれも除りその淵源は実に古いが今尚世界各地で見る事が出来る
よい感じではなかった。然るに先年春四月淀川堤を歩い船曳きが夫れである。

た際丁度曳船が来た’白塗りのすっきりした船体で，煙a)人の船曳き……．．…･世界到る所に見られる
突はあれども煙なく2～3鯉の艀を曳き白い小波を立てb)馬の船浪き…････…･･欧米諸国に見られる、・
て悠々と春の日を遡って行く，〃その波頭には春の陽がきc)犬の船曳き･of;･････…アイヌが使用していた
らめき岸は緑に群れ居る子供達は草花を頬んでいる。こ流れを遡って行く諾は室船でも案外努力ｶﾇ要り，溌内
れは－つの立派な風景画である。この画中の曳船を見てからの櫓堀ではとても駄目である。帆によるのがよいが
何かしら曳船が懐しくなった。これが出来ない時は人が岸添いに船に綱をかけて曳いて
御承知の邇り曳船は’容船や貨物船の様な華蕊さや端行くと案外楽に行ける｡この光景は世界各地で見られる。
麗さのない'1､さい実に見すぽらしい船としか考えられな我国でも現在よく見かけるのである｡彼の風景画の大家 、

い’否その存在さえも除り知られていない程のもので，広重もこれを面白く絵にしている。最近迄多摩川の砂利
偶々知られても好感を持たれな（,ものであるが，実に重舟に見られたものである。遠く英米では古来荷艘を馬に
大な使命を持っているのである。しかし橡の下の力持ち曳かしている｡．又アイヌ人は船から数本の綱を出し各瀝
に甘んじて孜々 として働いている。

犬を結いてその犬に曳かしめ，自身は船中に在って犬を
曳船の定義御している。一頭の犬は綱を曳かずに主人の言に応じて

曳船とは(1)船又は浮漉物を曳航するばかりでなく，他の犬を指揮して行くのであって仲々面白いやb方であ。や
②大船を岸壁に離着の為曳いたり押したり’或は’・るが，今はもう無かろうと思われる。尚他にいろいろの
（3）多数の艀を後より抑航する押船の役目をする船を総船曳きの例があるかも知れない。これらは曳船ではない
称するのであって，（1）及び(2)は普通の曳船で’これがこれが起源となって良船が出現したと見られるのであはtugboat又はtowingboatと云われ,(3)はアメリる。

力の河川に多く錘wboatと云われている。2)人力の曳船(御朱印船時代の曳船〕
－41－
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０
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名古屋中島健次郎氏藏，安南ツーロン港交趾貿易圖な
る巻物の末尾に御朱印船〔茶屋総）を曳いている船の回
がある6三鰻の小舟が各中央に据えた絞車〔ロクロ〕に
御朱印話から綱を取り20人位の水夫が盛に鱈を操ってい
る。これが曳船の絵として最jも古いものと思われる。
鋤動力の曳船〔汽船発達の母体破船である）
欧沸諸国では馬の船曳きの不経済から免れ巖といろい
ろ努力して曳殻を考えたらしい。

.a)西暦:1707年佛人ドニ・パハンがﾀ陣曳船を建造し
ドイツのフルダ河で実験したが，艀紹頭逵の反対奨
撃に遭い破謹された。《．
b)西暦1736年英人ジヨナサン・ハルスが曳紹を設計
したが実用化に至らなかった。
の西暦]802年英人ロード．ダンダスが曳船GgChar
【otteDandus''を建造した。これは船尾外車の曳
船である。スコツとトランドのフォークスクライド運
河で試用し成功したが,結局馬使用の船曳業者の反
対でその使用を禁止された。その表面上の理由は波
一を立てるので，運河の両岸が霊れるとか或は煤塵が
沿岸牧場の羊の毛を傷める．と云う事であった。本船
は長さ功.1米幅5．5米である。このffCharlotte
は汽購の最初であると云ってよろし$く，これが曳船
であった事は面白い。実に汽飴の発達は曳船からと
いう事になる｡即ち曳船は汽船発達の母体である。
爾来曳船は世の進運と共に発達し現在大さでは総噸
，数’'000噸に近く馬力では4,000Tに近いものが田
来ている。

日本に於ける曳船の發逵
挑山時代から江戸時代初期に亘って御朱印船の盛であ■

つた頃は，前述のツーロン港と同綴に日本でも難波，堺
等の港では，その発蒲には前述の人力曳船があった事と
想懲される。否もつと古く室町時代の勘合諾に遡り得る
かも知れない。

動力曳船としては，幕末麗応2年繊浜製鐡所で建造の
木造の小曳船が日本最初の曳船で，鐵総としては明治四
年姓渡夷港で組立てた日本最初の蝿蹄潟丸がこれに続
くものである。爾後日本の海運並に潅湾の発達と共に沢
山の曳船が建造された。その推移を別表としたが世界で
･も有数のもので相当数ある。
。溌関は矢張り最初は滑辨式のレシプロであったが，昭
和、年中重工而I1戸造船所建造の生田丸にはじめてポペツ

ー

ト鉾付きのレンツ汽磯が採用された。内燃機関では大正
十四年日立櫻島工場建造の脚奈川丸にはじめて焼玉機関
が採用された。昭和2年浦賀造船所建造の九十九がディ
ーゼル擬関採用の日本最初の曳船である。昭和5年中重＝

工榊戸造船所では曳船笠松丸のレシブロをディーゼル棲
関に換装してディーゼル曳航が汽磯曳船よりも経済的な
事を実証して以来ディーゼル曳船が数多く建造された。
その初期は小馬力の小型曳船であったが，年ならずして

大馬力のものが採用される綴になって,,昭和10年同所建
造の跡龍丸は日本最初のフルカンギヤ付ディーゼル曳船

である。同年函館造船所建造の第一鐙栄丸は日本最初の
フオイトシュナイダプロペラ式であり，同1]年川崎驚.船

エ場建造の住吉丸は日本最初の電気推進で，同17年石川
島造船所建造の松丸は日本最初のコルトノッズル装術の
曳船である。斯くてこれ等特殊鱗関並に装備特殊装価の
曳船が続々 各造船所で建造されたのである，
昭和5年中，重工祁戸造船所で建造された曳船海龍は
当時東洋一の大馬力で，稚内用曳船として実に劃期的の
もので，波の潮流激しい門司港におけるその卓越したる
実績によって優秀性が認められ，爾来帥龍丸，南進丸，
敏馬丸，翔鳳丸，南海丸，櫻木丸等の大型大馬力の曳諾
が相趣いて建造されて世界でも屈指の曳船が少なからず
存在している。尚これに加えて各種の機関並に特殊装憧
が採用されたもの多く我が日本の曳船界は実に約燗たる
状態を示Lているのである。

大東亜戦争中逓信省で標準型曳船として下記の鋼製3
種，木製種が制定さ･れて多数の建造を見た。
．(1)鋼製一

′総噸数L×B×，吃水樫関圏示馬力
(M).(M)

10022.0×6.5×3.5.2.5レシプロ400

15027．0×7．0×3．32．7〃．500
，18028．0×7．5×3．73．0〃2×JOO

（2）木製一＝、

7023．0×5．7×2．72．1〃200
●

15028.0×7．0×3.32.52."500

叉昭和17～]8年に亘って造船協会の技術委員会では，
戦時中の船腹不足及び重油の不足を補う方法として磯帆
船の曳航,或は盆々 激しくたる敵の雷蝶から免れるため
に海洋曳航畷を立案し,諭洋筏或は海洋艀〔筏吃水〕の
研究と共に航洋曳船の研究が行われたが実現するに塗ら
なかった。

尚鼓に興味ある事は曳船の輸出である。明治37年日立

櫻島工場建造の"RobertK''号はマニラへ織出されて
いる。これは恐らくは日本最初の輪出船であろう。
昭和6i-､"7年頃満澱事変当時束支鐡道買收代金の現物
支梯として多数の小型曳船がソ連へ輸出された。絵戦後
も亦小型木製曳船が多数ソ連へ職出されたのも奇しき因
縁である。
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’一曳船について一．

昭和,,～]2年頃には印度，佛印，メキシコ等から内地して沿岸用曳船の任務である。この際の艀に船外嬢で

各造船所へ銅製曳船建造の引合があったが不幸にして実も備え自航し得れば最も便利である。ドイツではこの

現に至らなかづた，が最近外国から各造船所へ曳船建造種曳飴に彊力な発電嬢を備え，曳航中に各艀にCable

の引合があると聞いているが，その実現童斬ってやまぬ‐を渡し,その電池に充電し艀が曳船から離脱したら直
次第である。、ちにこれを電源として自航し得る設備を有すものがあ
曳航法る。・

本船或は艀の曳航法は下圃の如く種々の方法がある。5）曳船の兼用務

『 )鱗釧”｜"”悟菫豈三謹瀞穀"欝職鑑辮鞠竈禰ばかりに使用出来ない時期もあり，叉一日の中でも任へ

務が無い時がある。この際には下記の嚴な種々 の誠務

IFf量二薑弓二萱二職議” をする。

a)交邇用………･･･最も曳船の本質に反する。

ii)並列爵(横抱き)(S"〃喝） b)エ作用･･…･･･_････港内用,曳船には不向である。、

と｡乏二｡朧肉
の救難用･…･･･…･･同上。

d)消防用……･…･･曳船の本質を損わない。
e)砕氷用…･……．．最も曳船の本質に合致する。等

1ii)角窃．、壷立jt｣へ÷…一

0

曳船の本質一、

)雍内上記の嫌に種々 の用務を兼ねる事があるが,これは宜・
しくない。曳船の本質は何処迄も，曳航時に最大力を出一
すに在って，そ'目l用途に応じて合目的の専門的高能率の

す

)港内
ものでなければなら謎い｡例えば港内用のものが航洋を

塁刈盲の本質

芦電、}=｡‘驚醇鰯鰯蔑撫驚藤感蕊
M組曵

切

或は救難用を或は交通用を難ねたりする万能的のものは
V)押方要絡不可である｡即ち航洋せんが為Iこ多量の燃料食繼を鎖み

｛壼謡篝馳…}”麹概繍鰯撫蝋蹴Q)維押

ごｵ〔らの縦押はｱﾒﾘｶの河脈尭遠‘ていて,この種の曵絡堂あふ.r出来なくなる｡又交通用としては単独航行時の速力を多
く要求されるもので’これを満足さす時は肝心の曳航時〆陛講せらｵLてL)3.

”押．言二二夛皇二夛言二〕)誰内に力が出ず,曳船として役に立たない率になる｡何脚れを
垂

曳船の用務 も満足鮭しめ様とする八方美人的な曳船は結局何れも不
曳船の任務と本質について述べる。 ・向な片輪者である。故に斯織な事のない嶽にその本質を
1）進水諾の蒲岸に試運転時の離岸，曳航，着岸に，或発揮させねばならない。、鎖
は入出渠時の曳航には造船所としては無くてはならぬ‐曳船の能力を表わす呼稻
ものである。故に何れの造船所でも必ず若干艘を備え従来曳船の能力の表現は普通総噸数で呼ばれているが
ている。これは宜しくない。これは是非馬力による犠に変えるべ
2）大型船の入潅時安全且迅速に雛着岸せしめ’旅客のきである。往時のレシプロ磯関時代ならば嬢関の大きさ、
昇降或は繋岸荷役の能率を発揮せしめる。故に何れのと馬力との関係は犬休同様の割合で増減するから，馬力
港務部でも競って優秀握力な曳船を用意している。で呼ばずに船の大さをあらわす総噸数で呼称しても差支
の浮揚船或は海難船の基地への曳航，相当耐航性のあえはなかったが’近年磯関の種類が噌加し，且又その発
る大型曳船を要する。逹によって大馬力でも'1,型輕量とな'〕，大馬力でも船は
4）筏艀或は磯帆船の曳航或は押航，小型となって来たので，単に総噸数丈での呼び方は不適
5）曳船による艀集配の貨物蓮遼当となった。

曳瀦利用の一種の運遥法であって’荷物を原産地か曳船は馬力さえ充分出れば船は小型であっても決して
ら艀に稜み曳船で各消敷地へ曳航し，倉から倉へ艀を差支えはない。否その方が却って経済的である。しかし‘
配達し歸航時にこれらを拾い集めて行く運送法で主と航洋曳船は別で風浪中の曳航を考えてある程度船型の大
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南島丸

豊浦丸

江戸魏
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建 造推
で

移 表

’“力|“場鰯|“． 菫’所|鰯 傭 考
一

検涜製鐵所

佐波夷港
日本郵総
横演工場
西亜エ長崎

日立櫻島

〃

〃

川崎重工

中亜エ刺'戸

日弓工櫻烏

浦賀造船所

中垂エ肺II'戸

東亜工検演

日立櫻島

東重工横演

日立櫻烏

涌賀避船所

東亜工機演i

中重二【節I11ノヨ

中亜工刺1戸

東重工横演

中亜工刷1戸

〃

〃

川崎縫綿

函館造船所

日銅憾見

中璽工刷1戸．

浦賀造船所

川崎躍船

中重工刷1戸

西重工長崎

日立櫻烏

浦賀造船所

石川島造船所

東薫工横溌

日銅総見

〃

’
国産曳鉛の最初〔木蕊船〕
日本最初の鐵船

鐵骨木皮船

鐡’船

10〔計〕

]O(公籾〕

維
新
稚府

新潟税關

日本郵鉛

藩海軍省

横須賀

新潟

‐

一

』81〔試〕

131〔試）

556〔試〕

“4〔試〕

489〔試〕

499〔試）

500<計）

!"f試）
｜“2〔蕊）

'1":蝋
i160(試,

105（計〕

1,C94<"

175〔計〕

1,100､〔計）
132〔試）

M3〔試〕

538〔試）

1,400〔計）

’'000〈計）
687･C試）

、‐950〔試）
1,500〔計）

9CO(計〕

1,000〔計）

935〔試〕

1,300(計）

800（計）

’800〔計）

双螺船曳船の般靭

日本妓勧の職出船
砕氷船型～

〃

匙
戸

一二

マニラ

大迩

大趣

フィリッピン

､南満錘道

〃

ぷ

外車曳船〔木造）
ノ

跡
櫛
門
大

戸
演
司
述
〆
子
阪
戸
司

大蔵省

門司税關

南浦鐵遁
、

砕氷船型

焼玉装術曳船の鍛初

ディーゼル装嚇曳船の鍛初

大型ディーゼル湛結曳船の蛾初

汽強をデイゼルに換装

銚

大

制1

門

大阪市

・中重工跡戸

門司溌關

ソ聯

名古屋港務所

朝騨総督府

制1戸税關

川崎鯉船

迩轄省

〃

蕊潤總情府

、

p

東支鐵迩買収代のソ聯向輪出船砕氷船型

､

名古屋

群山

ii'li戸

〃

下間

釜山

基陸

機溌

刺戸

〃

長崎

フルカンギア採用曳紹の簸初

蹴氣推進の最初，他に同型5隻あり
ホイトシユナイダーフ．口ベラの最初
他に同型1盤
ホイトシユナイダーブロペラ他に同型1盤

フルカンギヤ付

、

’中重工尉I戸

西重工長崎

レンツ汽機曳船の最初

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ロ
■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
恥
■
■
ロ
ロ
“
島
四

蟹
京
液
館
〃
一

浦
東
職
函

浦賀造船所

東重工横演

運稔省

〃

趣信省標準型〔銅製〕

コルトノッズル付曳船の殻初

コルトノツズル付

’ _L二型ツズル付他に同型3集あり
式
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－ －船の，科学一．。

なる方がよろしい。この場合でも総噸数でなく排水量で
表わす方が合理的と思われる。要するに曳船の能力を表
わすのに馬力を以てする事を提唱まる。航洋曳航では馬
力×排水量で表わすべきものと思われる。

曳船の＃分離
Q

一

．一般船舶と同様に種々な分類が出来るので舷にその大
体を藤単に表示する事にした。'
1〕用途別

a)航洋曳船Oceangoingtug又はSeagoingP

tug

b)沿岸用曳航Coastingtug
の港内用曳船Harbourtug

d)河川用曳船Rivertug(押船Towboat).
2〕主樫別

a)レシプロ驍関滑弁式とポペツト弁式との二種あ
り。､

b)タービン〃

諺〕内燃磯〃焼玉とディーゼルとの二種あり。
｡d)デイ－ゼル電勤
め推進別’

a)噴射式
グ

句外・車式
､c).螺旋式

｢…
a)木 製

トb)""
の特殊蕊砺別

,に"忌皐蝋灘譽…“
のものあり〕の航海を要するから相当多量の燃料，清水

|’蝋職鰄蝋鰄。食躯を澱まねばならない。従って載貨重量が大きくな

灘 灘
が大きくなる。従って船は大型とならざるを得ない。波

浪中の曳航を考える時は相当の排水量ある事が肝要で，
排水量の増加即ち船の大型となる事は決して悪くはない
却ってある程度よろしいのであるが，過当に大きくなる

｡，

事は船価を高くして不経済である。一般に航洋曳船には
.Salvageの設備即ち彊大なtowingwinch或は握力な
Salvagepump並にSuctionhose等を備えるのが多い
ので,益々 船型は大きくなるので注意せねばならない｡橋
は普通2本あってSalVage用boom付きのものもある。
船首船尾には大なお防極物は不用で無い方がよろしい。
織関はし､シプロでもタービンでもよろしいが，矢張り
一般船舶と同嫌にディーゼルの方が経済的である。
推進器もtWinにする必要なくsingleですめばこれに
越した事はない。

この種船の大きさは総噸数800噸位のものもあるが，
一般に400～60C噸である。先年英国のTyne川から新嘉
披に50,000噸浮ドックの1-sectionを8,600海里も曳
いたのは，有名な話で，これは航洋曳船に依ったのであ
る。

米国遜では航洋曳船が多く艀或は木材筏を運邊してい
る。

アラスカータコマ間、往航木材復航錨石
沙市一口スァンゼルス

ヲ

徹航木材復航重油

､沙､Tﾄﾒｷｼｺ,ｻﾝﾏﾙｹｽ往航木材復航石膏
北米一メキシコ湾油雑艀曳航
かくて米国では航洋曳船の研究と共に渡洋筏の組立や
曳航法等も研究されている。日本では特に航挙曳船とし
て計画されたものはない。戦時中北海道より東京方面へ
木材筏を曳いた事があるが，港内用曳船を流用した程度
である。旧海軍では鐙除附属の曳船として600T～800T
・位のものがあったようであるが種々 の用途を兼ねている
ので純粋なOceantugとは云えない。

、沿澤用，曳船／
航洋曳船と略同じ目的に使われ，その計画要領も同じ
でよろしいが，航海日数が少く(精々10日位)航路も沿岸
であるから凡ての鮎で航洋曳船より小型,小馬力で済み，
船首楼は不要で船首舷弧を少し高くする程度で結織であ
る｡冬期結氷地方では,この種曳航に砕氷船型が多い｡
日本では瀬戸内海に発達し，若松から阪祁地方へ石炭
艀曳航のものはこの種に属する。曳き方は普通下圃の擬
に縦の単列曳である。

艀満賊時には被曳船一群の舵取りの関係上最後の艀は
その前者との間隔25～3C米離し置き，自艀で舵を取るの
である。磯帆船の発達によりこの通貨法は，一時下火と
なった。

』

橋は一本で織蒋である。船首尾には大きな防面物は不
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一曳船について－

短小I！

迩票禁 ら当然ディーゼルが断然よろしい。特に大馬力ではフル

カンギヤ付ディーゼルか或は電気推進である。この両者

の溌滅効率は前者の95％に対して後識ま80％位でこα鶏
電気推進は不利である｡-しかし遠隔操縦が出来るといず
事は桜敏を要する港内曳船にとっては大いに利とする所
である。叉一方磯敏な操縦のため四園をよく見える檬に
操舵室はOpenである事が理想である。昭和5年中日本
重ェ榊戸造船所建造の海龍はこの方式であった。所が世
相の推移によってIncloseされる巖になったが，前後左
右をよく見得る譲な配置にせねばならない。
橋は一本で結溝である。侭低い程よろしい。高くする
必要はない。傾斜の時本船に当り故障の原となる。本諾
を横抱きした時に双螺旋ならば回頭効率もよく狭い水域
での操縦が非常に楽である。又実際上馬力の関係から，
当然双螺旋となるので緒朧である。尚コルトノツズル装
備は港湾用曳船には非常に有効七ある。

欧米諸国ではこの種曳船には特に優秀なのが多く枚挙
に暹がない。

e

日本でも曳船の大部分はこの種に属し各港務部では鼓
って握力な曳船を建造したので中には世界的に優秀なの
が多い。父種々 の磯関を装備して百拍慨漫の態である。
例えば′

－1〕汽楼････…“…海龍〔門司1,100)櫻木丸。
．〔鱗浜1,300)浦賀丸〔浦賀1,

080〕翔鳳丸〔長崎1,20のえさ
し丸・〔函館700〕富士丸〔－1，
200〕

2）ディーゼル…････…･榊崎丸(大阪1,100)海光〔衝
浜900〕．．

3)革煙鯲……扁榊龍丸(祁戸1,400)南撒(基
隆1,500）

‘3）電気推進･･･…･･･.･住吉丸（刺1戸800)
5)子稽壗ﾕ……-第二~第四鐡栄丸〔下関,釜

山1,150)

註〔〕内は使用港名及馬力を示す。
。印はコルトノッズル装置付

わ

河川用曳船

，河川には日本の嫌な小さいものから，亜欧米の大陸地
帯の大河川，或は蓮河等の大に至る迄大小様々である。
從ってこれに使用する曳船にも種々の大さがあって，総
噸数5噸位から数百噸に至るものがある。
亜細亜犬陸の黒融江,掻花江，白河，揚子江等の諸川
は大河であるが，環境上荷動きが少ないから日本の河川
のものと同檬に'1,型であるが，欧米の河川及運河は認;§

〔39頁へ〕

“蕊更〃"邸 ブククヘグ

〃

用である。

日本では純粋の沿岸用曳船はなく，一般に港内用のも
のが流用されているのが多い。從って船首尾には相当大
きい防画物を備えている。

戦時中土佐より阪榊地方へ木材筏を曳航式るのに成功
した。叉重油の峡乏で動けない磯帆船を曳航する総噸数
,00～15CI噸の曳船につき逓信当局或は造船協会で種々そ
の利害得失を研究したが，そのまま立消となった。この
種曳船で艀集配運邊をやれば’面白いと思われる。

港内用曳船・

曳船の種類は前記の嫌に種々 あり’その数は無数であ
るが，その大部分は盤内用曳船である。入港する大船互
舶を曳いて，安全且迅速に岸壁に雛着せしむるもので他
種曳船に比して下記の様に幾多の特異黙がある。
,〕‐常は一定の場所に繋留待磯していて入溌船のある時
は夜中と雌も直ちに出動せねばならない。

の曳航方法も縦曳，並列曳，角曳，組曳，繊押等種々
の勤作を嬢敏に確実に行わねばならない。

の大船互舶程曳船を要し'又風波のある時程力を発揮
せねばならないので’大馬力が入用である。

9〕船体は狭き港内操縦のために,その大きさ特に長さ
・に制限がある。日本の港では船の長さは30M以下であ
る。

ろ〕並列曳即ち欲抱きのためにstabilityが十分保持さ
れねばならない。

’6〕、操縦上双螺旋たること。

r)職抱きの関係から天幕’端艇及端艇鉤等は舷門に入
れ，少くとも10○傾斜するも本船に当らない禄に工夫
を要する。又摘は出来る丈低くすることが肝要であ
る。

.9）押し方作業のために船首榊造は彊固にし問且大きな
防衝物を取付けねばならない。
9）黒煙を吐くのは禁物である。

]O）機関は推進器回転を自由に変える事が出来て’又後
進力の大なる事が必要である○

以上の儀な諸特徴のために鋸の長さの短い幅の広い一
見盟の様な形になる。この形は回頭が楽で曳船としては
.誠に好都合である。総筒舷孤は特にﾂ、こする必要はない
標準程度か或は少一大きい位で結孵である○参期結氷地
域では砕氷船型が多い。

磯関について云えば大馬力で小型輕量を必要とするか
F 幸
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400風（邊料共）

溌約者に限り前定価65円のまま精鋭戦し譲約金切の際は御
通知します。

議約購識案内種冷の都合で市販は極く少數に限ら

れますので，本誌確保御希望の方は直接協會宛御申込み

下さい。バックナンバーも備えてありますから御申込み

下さい。
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發行所船舶技術協會
東京都港歴麻布霞町19
振替口座東京70438
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繍蕊調踊繋(鯉識溺鯛）
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製鋼所
厘日本橋通2の5
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櫻物産樵式會赦
東京都千代田瞳榊田富山町1(66)6664,6685
支店大阪市東唾備後町3ノ4
TEL(25)656,4681,5767
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